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令和５年度 竜王町教育委員会の権限に属する事務の管理および執行状況の 

      点検および評価にかかる報告書 

 

                        竜王町教育委員会 

                         教育長 甲津 和寿 

 

１ はじめに 

 竜王町教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、

毎年５月から８月の間に前年度における教育委員会の権限に属する事務の管理および

執行状況の点検および評価を実施しています。 

そして、その点検および評価結果をとりまとめ、９月定例議会中に議会に報告する

とともに、町ホームページ等を活用して住民の皆様に公表するとの方針を定めていま

す。しかし、今年度は町議会議員選挙が９月に執行されるため、８月議会定例会に報

告することとしました。 

 このことを踏まえ、令和４年度教育委員会活動をはじめとする「令和４年度竜王町

教育行政基本方針」に基づく事務について、点検および評価を実施しましたので、こ

こに報告いたします。 

 

２ 具体的な取組の経過 

 

①竜王町教育委員会事務点検および評価要領に定める一次評価の実施説明会 

の開催  

  ＊４月 26日（水） 教育委員会事務局 所属長対象 

    ・一次評価および二次評価等の要領説明と一次評価に関しての説明 

 ・一次評価の実施について 

     ⇒期間：令和５年４月 27日（木）～５月 19日（金） 

     ⇒内容：各所属において、所掌事務に関し自己評価による一次評価を行う。 

・竜王町教育委員会事務点検および評価要領の定めにより、教育委員会の各

部署において書類作成と一次評価を実施 

（令和４年度教育行政基本方針の項目ごとに評価） 

 

②一次評価の集約 期間：５月 22日（月）～５月 30日（火） 
  ・教育委員会各部署での一次評価について、教育総務課にて集約を行い、一次評

価の全体調整を実施 

 

③５月定例教育委員会 ５月 31日（水）開催 

  ・令和５年度 事務評価にかかる事務日程の説明 

 

 ④二次評価のための資料送付 ６月１日（木） 

  ・評価委員４名に対して、「教育委員会の活動」、「教育委員会が管理・執行す

る事務」および「教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務」の３項目に

かかる一次評価結果（案）と参考資料を送付し、個々の評価委員から二次評価

にかかる意見を事前にまとめていただくよう依頼 



 

2 
 

 ⑤第１回 竜王町教育委員会事務評価委員会 ６月９日（金）開催 

  任期満了に伴い、新たに４名の評価委員を任命しました。 

  評価委員名簿（任期：令和５年４月１日から２年間）    

氏  名 所   属   等 

大 谷 五十二 小学校英語教育学会（ＪＥＳ）理事 

びわこ学院大学非常勤講師 

飯 村   悟 近江八幡・竜王少年補導委員会委員 

竜王町社会教育委員の会議長 

今 井 弘 樹 国立大学法人滋賀大学教職大学院教授 

今 宿 綾 子 前日野町教育委員会 教育長 

・一次評価（案）に対する各課長からの説明およびそれに対する質疑応答、併せて

評価委員による一次評価（案）に対する意見について協議。その後、個々の評価

委員から二次評価にかかる項目別評価を記入していただくように依頼 
 
⑥二次評価の集約 ６月 12日（月）～６月 30日（金） 

  ・４名の評価委員から寄せられた二次評価にかかる項目別の評価を評価委員会委

員長と協議検討し、まとめる。 

 
⑦６月定例教育委員会 ６月 29日（木）開催 

  ・一次評価（案）の結果概要説明と一次評価に対する意見交換の上、教育委員会

として一次評価の精査 

 

⑧教育委員による一次評価にかかる意見の集約 ６月 30日（金）～７月６日（木） 

  ・一次評価に対する意見集約を行う。 

   

 ⑨第２回 竜王町教育委員会事務評価委員会 ７月 12日（水）開催 

・二次評価の集約と総括意見について協議していただき、評価委員としての二次

評価を決定 
 
⑩７月定例教育委員会 ７月 21日（金）開催  

・評価委員からの「令和５年度竜王町教育委員会事務評価にかかる二次評価につ

いて」の報告を受け、議会への報告要領および住民への公表方法等について審議

決定 

・８月定例議会の教育民生常任委員会において説明することについて承認を行う。 

 

３ 評価を終えて   

 事務事業評価に係る外部委員については、これまで３名お願いしてきたところです

が、新たに女性の方に委員になっていただくことを含めて、今期は４名の方にお願い

しました。 

 評価の実施については、「竜王町教育委員会事務点検および評価要領」に従い、教

育委員会の承認を経て実施しました。 

 一次評価は、昨年度と同様Ｓ評価を最上位として位置付け、以下Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄで
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評価しました。昨年度も、コロナ禍ではありましたが、具体的に掲げた目標数値が達

成できたか、計画していた事業等にしっかり取り組めたかについて評価のレベル感に

対するベクトルを合わせて評価するように内部協議を重ねてきました。 

 また、昨年度の教育委員会議で指摘いただいたことを踏まえて、模範となる取組や

数値として結果が出ているようであればＳ評価にする、またＡ評価であっても更なる

高みをめざす項目については、工夫や改善点を記載する、Ｂ評価以下とした項目につ

いては、検討すべき改善点等を記載するように努めました。 

その結果、今年度Ｓと一次評価した項目は、以下の５項目でした。 

① 家庭・地域との連携・協働による学校教育の推進 

各校園の運営協議会と地域学校協働本部とが連携した取組が進んだ。竜王小

学校では、授業等のボランティアや丸付けを行う「はなまる先生」等の支援が

実施され、竜王西小学校学校運営協議会と地域学校協働本部は「ふるさと学習

推進プロジェクト」として自然や歴史、地理などを知ってもらう具体的な取組

が進められた。この取組が、「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の

一体的推進」に係る文部科学大臣表彰を受けることとなり全国のモデルとな

った。 

② 家庭の教育力向上をめざす取組の充実 

３年連続で国の「早寝早起き朝ごはん」推進校事業を受託し、小中学校を連携

推進校に位置付ける中、家庭の教育力向上に向けた「子どもを真ん中に連携を

密にした取組」として保護者および町内全戸を対象に「早寝早起き朝ごはん」

を始めとする規則正しい生活習慣の大切さや子育て視点からの家庭教育の重

要性について広く啓発に努めた。リーフレット第５号は、竜王中学校学校運営

協議会と連携する中、「朝食レシピ集」として食育の視点から保・こ・小・中

の園児、児童、生徒に配布できた。竜王小学校、竜王西小学校では、子どもた

ちによる「早寝早起き朝ごはん」推進看板を廊下等の目につく所に掲示して生

活習慣の大切さの啓発に努めた。これまでの町を挙げての３年に及ぶ取組が認

められ、「令和４年度 優れた『早寝早起き朝ごはん』推進にかかる文部科学

大臣表彰」を受賞した。 

③ 地域学校協働本部と学校運営協議会の連携による人材育成と未来の学校づく

り・地域づくり 

地域学校協働本部事業として町独自に公民館に配置している統括地域学校協

働活動推進員を中心に、町が委嘱している地域学校協働活動推進員（５人）が

４校園の学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の委員に加わることで、

協働本部と学校運営協議会が相互連携を図り、主体的な活動に取り組んでき

た。特に竜王西小学校では令和３年度に続いて文化・歴史に触れる地域学習の

ためのフィールドワークに取り組んだことが評価され、竜王西小学校と地域学

校協働本部が「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に

係る文部科学大臣表彰を受賞した。 

④ 地域に開かれ親しまれる図書館の運営 

    子どもたちの生涯にわたる図書館利用を確かなものとするため、その成長に寄

り添う図書館サービスに心掛けた。就学前児には、「ブックスタート事業」を

実施。子育て中の保護者の支援として、「来館時託児サービス」を実施。乳幼

児の保護者が絵本選びの際の参考になるようにと「あかちゃん絵本セット」を
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作り、貸し出しを行った。また、就学期には、学校や学校図書館と連携し、各

校園への出前貸出を行い、併せて学校図書館司書と情報交換の機会を持ち、県

立図書館の学校図書館支援制度も利用する中、学習に必要な資料を幅広く用意

できた。これらにより、子どもたちの「読書の日常化」に努められた。さらに

は、中学生の居場所にと視聴覚室を開放し「ふらっとスペース Yoruca?」も月

１回のペースで実施した。加えて、こうした様々な取組の報道機関への積極的

な情報発信が奏功し、度々、図書館のことが新聞等に取り上げられ、普段、図

書館に足を運ばない層へ来館を促すことに繋がった。 

これらの取組により令和４年度の個人貸出冊数は 109,504 冊、住民(令和４年

度末人口 11,520人)１人当たりの貸出冊数は 9.5冊となった。 

（参考、全国１位は東京都 7.95冊、２位は滋賀県 6.91冊） 

⑤  文化財保存活動の推進 

   「山之上ケンケト祭り」は、わが国が世界に誇る貴重な民俗芸能として、次代

への継承に向け、活動母体である保存会への指導助言等の支援とともに、県内

関係３市町の文化行政および各保存会と連携し積極的に活動を展開した結果、

11 月 30 日にユネスコ無形文化遺産に登録された。ユネスコ無形文化遺産登録

を記念して、町ホームページで町長の祝賀コメントを載せるとともに、町広報

12 月号紙上でも紹介記事を掲載して周知を図った。１月 29 日には、保存会が

草津市で県主催の祝賀記念セレモニーに参加され、その場で、長刀振りを披露

された。また、令和５年の祭礼当日には、町、保存会、観光協会からなる実行

委員会を組織し、町の登録記念セレモニーが開催された。 

 

一方、Ⅽ評価は、次の１項目でした。 

① 第２期公民館基本計画の策定 

竜王町公民館基本計画は平成 22年に公民館コンバージョン事業に併せて策定

された。10 年を超過したことから第２期計画策定が令和２年度からの課題と

なっており、令和４年度は策定する計画であったが実現できず、令和５年度策

定に向けた準備とし、社会教育委員会議において、公民館の現況等の説明と委

員に公民館の現場を視察していただき、第１期計画の成果と課題について意見

交換をしていただいた。併せて令和５年度予算に策定委員会の会議経費と印刷

費を計上したが、令和４年度においては、具体的な計画策定に着手できなかっ

た。 

 

一次評価のＳ評価は５項目、率にして 10％、Ａ評価は 25項目、率にして 48％、Ｂ

評価は 21項目、率にして 40％、Ｃ評価が 1項目、率にして２％となりました。 

 

以上のようなことを踏まえて評価委員の皆様からは、適切に一次評価ができている

と認めていただいた上で、二次評価をしていただきました。 

二次評価は、４名の評価委員の皆様に一次評価を踏まえ、２回にわたって協議をし

ていただき、最終的に二次評価を決定していただきました。 

また、二次評価の評価項目について、「教育委員会の活動」、「教育委員会が管理

・執行する事務」を項目ごとに評価するより教育委員会としての活動、管理・執行す

る事務として捉えるため評価項目を統合して評価していただきました。 
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二次評価をしていただいた結果、Ｓ評価は１項目、率にして９％、Ａ評価は７項目、

率にして 64％、Ｂ評価が３項目、率にして 27％、Ｃ、Ｄ評価はありませんでした。 

今後に向けては、評価を評価で終わらせないためにも、工夫や改善点を明確にして

着実に取り組むことの大切さとＳ評価については、他市町のモデルとして持続可能な

安定した取組となるように、またＡ評価については、さらに伸ばすための努力を積み

重ねＳ評価となるようにとの意見や提言をいただきました。 

 

今回の一次評価、二次評価や意見、提言について、すぐにでも取り組めることにつ

いては、早速、「令和５年度の事務点検・評価を踏まえた重点改善項目と主な改善点」

として項目別にまとめるとともに、下半期さらには来年度の取組にもしっかりと生か

していきたいと思います。 

 結びに、本点検および評価をＰＤＣＡサイクルの重要なチェック（評価）の機会と

捉え、竜王町教育の更なる充実、発展をめざしてアクション（改善）に努め、「キラ

リと光る教育で竜王の人づくり・まちづくり」に邁進してまいりたいと思います。 
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一次評価 

教育委員会の活動 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ 教育委員会の

会議 

(1) 会議の回

数 

Ａ ・令和４年度は､規則に定めるとおり毎月１回、計12回の

定例会を開催できた。また、臨時会も１回開催した。 

・４校園を訪問し、全学級授業、保育の参観、校園長等か

らの説明を受けるとともに、様々な視点から意見交換を

行った。【資料１】 

・その他、各種式典や行事・研修会に出席できた。 

(2) 会議の運

営上の工夫 

Ｂ ・付議内容を事前に周知するとともに必要に応じて会議資

料を事前に配布するように努めた。今後もより円滑な会

議運営に資するための準備に努める。 

２ 教育委員会の

会議の公開､保

護者や地域住民

への情報発信 

(3) 傍聴者の

状況 

Ｂ ・町ホームページを活用し開催日等を周知したが、傍聴者

はなかったことから傍聴してもらえるための周知・啓発

等について工夫検討を行う必要がある。 

(4) 公開・広

報・公聴 

Ａ ・公開、公聴については、会議の開催日、場所を町ホーム

ページに掲載し、開かれた委員会づくりに努めた。 

・教育行政基本方針を視察受け入れ時等に配付するととも

に町ホームページにも掲載し、年間を通して教育委員会

の活動を広く周知できた。 

・教育委員会の事務点検評価を町ホームページに掲載し、

教育の方針や成果・課題等を広く住民に周知できた。 

３ 教育委員会と

事務局との連携 

(5) 委員と事

務局との連

携 

Ａ ・定例会に加え、委員と事務局は随時連絡を取り合い、情

報共有も含めた連携を図りながら円滑な委員活動に努め

られた。 

４ 教育委員会と

首長との連携 

(6) 総合教育

会議の開催 

Ａ ・町長から教育長に事務委任を受ける中、年３回の総合教

育会議を開催した。 

・年間を通じて「情報通信機器の活用と子どもたちの健や

かな育ちを考える」をテーマとし、会議の継続性・発展

性をより充実させることに努めた。 

  第１回 教育大綱について説明（令和４年度教育行政

基本方針について） 

      テーマ設定とその理由および年間計画につい

て確認 

      昨年度のスマホに関するアンケート調査結果

および今年度の取組について 

      今年度のテーマを踏まえて意見交換 

  第２回 教育フォーラム2022への参加 

  第３回 今年度の振り返りについて 

令和５年度 令和４年度事業にかかる竜王町教育委員会事務点検および評価要領 

 Ｓ：的確な事業実施がなされ、非常に大きな成果があがっているもの 

 Ａ：適切な事業実施がなされ、十分な成果があがっているもの 

 Ｂ：成果としては良好なものが得られているが、更なる充実が望まれるもの 

 Ｃ：一定の成果をあげているものの、課題もあり検討を加え努力すべきもの 

 Ｄ：成果が乏しく抜本的な見直しとともに、改善が必要なもの 
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      意見交換会 

       教育フォーラム2022を振り返って 

       「早寝早起き朝ごはん」の取組を通して 

５ 教育委員の自

己研修 

(7) 研修会の

参加状況 

Ａ ・県教育委員会や県町村教育委員会連絡協議会主催の研修

会に参加し、最新の話題から学ぶことで求められる教育

委員会活動をめざし研鑽に努めた。 

・コロナ禍での研修会となったため、ZOOM会議での参加も

活用し、積極的に情報収集することで国や県の動向を町

の教育行政に反映するよう努めた。【資料２】 

６ 学校および教

育施設に対する

支援・条件整備 

(8) 学校訪問 Ａ ・学期ごとに各校園の訪問を計画し､各校園の園児､児童、

生徒の状況把握に努めた。 

・各期の訪問等は、以下の取組を設定し、意見交換を通し

て各校の主体性を支援し、教職員が意欲的に取り組める

よう助言を行った。 

・３学期は、下記の取組と併せて可能な範囲で委員と管理

職以外の教職員との懇談を行った。 

１学期：園児、児童、生徒の状況把握と各校園の経営

管理計画について意見交換 

  ２学期：竜王中学校でのチャレンジウィーク発表会、

竜王小学校および竜王西小学校での自主公開

アピール事業にかかる研究会・講演会、竜王

こども園での秋まつりへの出席 

  ３学期：各校園の評価を踏まえた今年度の成果と、次

年度に向けて意見交換 

(9) 所管施設

の訪問 

Ｂ ・公民館、図書館、学校給食センターの諸事業に関わる中

で、訪問や事業に参加をした。 

・学校給食センターについては、教育委員会議でアレルギ

ー対応調理室設置に伴う対応について説明を受け、学校

給食の現状把握に努めた。 

 

教育委員会が管理・執行する事務 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ 教育行政の運営に関する基

本方針を定めること。（教育

大綱を定めること。） 

Ａ ・教育大綱に代わるものとして、毎年度の「教育行政基本

方針」を充てることを第１回総合教育会議にて確認し

た。 

・外部評価委員からの評価・分析を踏まえた事務点検評価

の結果や事業指標の到達度に基づき、教育行政基本方針

が策定できた。 

・写真や模式図を活用するなどして見やすくわかりやすい

基本方針が策定できた。 

・PDCAサイクルを意識し、評価・改善・実施を繰り返すこ

とにより、より一層の充実に努めた。 

２ 教育委員会規則および規程

を制定し、または改廃するこ

と。 

Ａ   ・所管する規則について、令和５年度から生涯学習課に国

スポ推進室を設置することに伴う所要の整備を行った。

（規則：改正１件） 
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３ 教育予算その他議会の議決

を経るべき議案の原案を決定

すること。 

Ａ ・教育施策については必要な事項に関して、議会への上程

前に教育委員に理解を得るための詳細説明と意見を求め

ることができた。 

４ 教育委員会の所管に属する

学校その他の教育機関を設置

し、または廃止すること。 

 ・特に新たな設置や廃止をする事項はなかった。 

５ 事務局および教育機関の長

の任免その他に関すること。 

（県費職員は除く） 

Ｂ ・遅延することなく適切に実施できた。 

６ 県費負担に係る校長の任免･

内申（教育長専決事項） 

Ｂ ・遅延することなく適切に実施できた。 

７ 県費教職員の人事の内申に

関すること。 

（教育長専決事項） 

Ａ ・校長の具申のもと、学校運営の状況や課題、個々の教職

員の適性などを踏まえた人事異動の内申を行い、適切な

人事異動ができた。 

８ 教委所管の各種委員会の委

員の任免・委嘱 

Ｂ ・所管の各種委員は、知見、経験、実績を踏まえて任命およ

び委嘱を行い、適切に各種事業活動が展開できた。 

９ 教科用図書の採択の決定に

関すること。 

Ａ ・令和５年度から使用の小中学校特別支援学級教科用図書

の採択にあたり、５月から滋賀県第３地区において教科

用図書選定協議会を設け、適正に調査研究を行った。調

査資料をもとに､教育委員会において採択したが､一般図

書の一部が途中で絶版となったため採択をやり直した。 

10 通学区域を設定、または解

除すること。 

 ・通学区域の設定および解除等については、特に見直しや

問題がないため、実施していない。 

11 請願、陳情、異議申し立て

に関すること。 

 ・請願、陳情、異議申し立てへの対応が必要な事項はなか

った。 

 

教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務 

（教育行政基本方針の重点目標、重点施策に基づく事務） 

項 目 小項目 評価 点検・評価（記述） 

１ たくましく生

き抜く力を育む

学校教育の推進 

(1) 「確かな

学力」を育

む教育の充

実 

Ａ ・完全35人以下学級の実現や少人数指導を実施することで、

児童、生徒の学力面、生徒指導面できめ細やかな教育が

実現できた。 

・令和４年度の全国学力・学習状況調査において、小学校６

年生では、国語、算数、理科の全教科で県平均を３から５

ポイント、全国平均を１から３ポイント上回った。いずれ

も令和３年度（理科は前回）と同様もしくは前回

を上回り、令和４年度の全国平均と比べた目標値＋0.4

ポイントを上回る結果となった。中学校３年生において

は国語が全国平均を２ポイント、県平均を３ポイント上

回った。数学、理科については全国平均から１ポイント低

かったが、全国学力・学習状況調査と同時期に実施した総

合学力調査での社会・英語を含めた５教科全体では、平均

正答率が８ポイント上回った。また総合学力調査につい

ては、対象となった小学２年生から中学２年生までのす

べての学年で、各学年で設定した目標値を４ポイントか

ら13ポイント超える結果となった。 

・両小学校においては、「徹底反復学習（竜王小学校：竜

チャレ、竜王西小学校：脳トレ）」に取り組み、「子ど
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もたちの集中力の育成と脳の活性化」をめざしながら、

基礎基本の力の定着に全校一丸となって取り組んだ。 

・９月28日には竜王西小学校、10月５日には竜王小学校に

おいて、元岐阜市立梅林小学校長で現本巣市立真桑幼児

園長の堀江秀樹氏を講師に招き、公開研修会を行った。 

・10月と１月に両小学校において徹底反復学習の効果を測

定した。その結果、漢字の習熟度の平均が、20ポイント

中14.0ポイントから15.5ポイントへと1.5ポイント上昇

したが、目標正答率は90%前後であるため引き続き指導

していく必要がある。また100マス計算（２分以内の達

成率）の平均は、48ポイントから50ポイントへと２ポイ

ント上昇した。 

(2) 社会の変

化を見据え

た新しい学

びの推進 

Ａ ・町事業「幼小中系統的英語教育推進事業」および県教育

委員会指定の｢小学校英語パイオニアプロジェクト事業｣

を受け、小中学校教員が合同で小中における授業の指導

案を検討し、竜王こども園も含めてそれぞれの保育・授

業の様子を参観し、意見交流を行うなど連携を深めるこ

とができた。また、小学校高学年の英語科および中学年

の外国語活動のカリキュラムの充実と、中学校英語科の

４技能の総合的な育成や言語活動の高度化について、関

西大学の今井裕之教授や県教育委員会の指導主事を講師

に招いて授業研究会を実施した。 

・小学校英語専科教員やALT、JTEとの連携による小学校英

語科および外国語活動、中学校英語科や郡内学校との連

携による授業改善に努めた。 

・８月27日に３年ぶりに集合形式で第11回竜王町子ども英

語スピーチ大会を開催した。小学生27人、中学生７人の応

募があり特に小学生は前年度のビデオ審査によるスピー

チ大会より13人増加し関心意欲の高さがうかがえた。ま

た大会１週間前からALTやJTE、大学生３人が講師となっ

て練習会を開催するなど、当日のイベントのみに終わら

ず取組過程で参加児童、生徒が成長を実感し、英語に更な

る興味関心をもつことができる環境づくりができた。 

・10月22日の午前に竜王小学校希望児童23人、午後には竜

王西小学校希望児童23人の参加により「ワールドツアー

in竜王（イングリッシュキャンプ2022）」を開催した。

キャンプには初めて中学生ボランティア２人が参加し、

ALTと協力して児童の活動の支援にあたるなど小中で連

携した取組ができた。 

〇参加児童のアンケート 

・イベントは楽しかったですか？  

強肯定81.3%(肯定100%) 

・また参加したいですか？ 

 強肯定63%（肯定98%） 

・ALTや友達と英語をたくさん使えましたか？ 

強肯定35.4%（肯定79.2%） 

〇参加児童の感想 

「もっと英語を勉強したい」 

「いろんな単語を知ることができてよかった」 
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「外国の人とも楽しく会話したい」 

「前よりもっと英会話などについて興味がわいた（中

学生）」等。 

・11月に両小学校６年生を対象に実施した「幼小中英語学

習に関わるアンケート」において、「あなたは英語が好

きですか」の項目で「とても思う」の肯定的回答が28%

あり、目標値の20ポイントを上回った。ただ、目標値に

対してより正確な回答を得るためには、今後アンケート

の設問等工夫する必要がある。 

・中学校のチャレンジウィークについては、令和２・３年

度はコロナ禍で中止となったが、令和４年度は実施でき

た。実施にあたっては実行委員会を組織し、多くの事業

所や店舗の協力を得て計画を進めるとともに、町や商工

会、学校運営協議会等と連携を密にし、新しい協力企業

の発掘などに取り組んだ｡面接練習やマナー講座､企業を

招いての講話などの学習を行い各生徒が発表活動を行っ

た。勤労体験後に行った生徒アンケートでは、「学習に

前向きに取り組んでいる」と回答した生徒が88%に、ま

た「不得意なことや苦手なことでも最後までやり通して

いる」と回答した生徒が85%に伸びるなど、勤労体験を

きっかけとして学習に意欲的に取り組もうとする生徒の

割合が目標値の72％を超えた。 

・GIGAスクール構想に基づく教職員のICT活用能力の向上と

授業改善の推進を目的に、学校教育課が中心となって各

校のICT推進リーダーを年４回招集し、各校の連絡調整と

校内研修に向けた情報交換を重ねた。また、タブレット端

末を用いたミニ授業研修を各校で行い検証を重ねた。こ

うした取組の結果、現在は小学校の高学年でも総合的な

学習の時間にタブレット端末を使って、自分の調べたい

情報を素早く収集したり、動画や写真の編集アプリを使

ってパワーポイントなどでプレゼンテーションの資料を

作ったりすることなどが行えるようになってきた。今後

は児童、生徒が自身の学習履歴や成果物をタブレットに

保存・蓄積し、既習の内容を瞬時に取り出して新たな課題

解決に活用する能力の育成や友達と意見を交流して新た

な発見に結び付ける対話的な学習においてICT機器の活

用の充実をめざす。それを踏まえて個別最適な学習や協

働的な学習等、授業改善をさらに進めていく必要がある。 

・MicrosoftTeamsの本格的な利活用を図った。また夏季教

職員研修会では、選択研修としてICTを活用した授業につ

いて滋賀大学から講師を招聘し、研修を行った。さらに７

月11日に先進地研修を行い、授業における端末使用に向

けた実務研修を行った。 

・令和３年度に竜王町版の「タブレット活用ブック」､｢教

育の情報化推進について」（推進計画）を作成して、各

校におけるタブレット端末の活用と今後に向けた計画の

推進に取り組んだ。コロナ禍の影響もあり家庭とのオン

ラインによる活用ができた。 
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(3)豊かな心･

規範意識を

育む教育の

充実 

Ｂ ・町独自のいじめ・別室対応支援員の配置により、普段の

子どもたちの姿をより丁寧に見とることができ、いじめ

の未然防止・早期発見・組織対応へとつなげることがで

きた。 

・各校園ともいじめに対して、教職員がアンテナを高く張

ることで大きな事態となる前に発見・対応に努められた。 

・生徒指導体制の基本である「報告・連絡・相談」を徹底

し、全教職員が子どもの安心安全を守るための意識を高

く持ち、各校園において未然防止、早期発見、早期対応

を図った。 

・令和４度の不登校児童、生徒は、小学校で14人、中学校

では９人となり、今後も引き続き家庭や自立支援課や健

康推進課等の関係機関との連携を深めながら解消に向け

て取り組んでいる。 

・SC、SSWを活用しながら学校と連携して不登校児童、生徒

に対して、継続性のある計画的な取組を進めてきた。担任

や支援者とのかかわりを通じて学校での表情や登校への

意欲などが改善されてきている子どももいた。 

・スマホ等の問題について各校園でPTAや他機関と連携しな

がら議論を進めるとともに、学年ごとにスマホ教室等の

講座の場を設けるなど継続的な指導に取り組んだ。しか

し、竜王町の小中学生はスマホ等への依存率が全国と比

しても高い現状があり、子どもの実態に合わせたより実

効性のある講座等を開催していくことが必要である。 

・各校園において、担任だけが問題を抱えるのではなく、

チーム学校園として、学校・学年集団で迅速に対応でき

る組織作りに取り組んだ。 

・定期的に行う児童、生徒に対するアンケートや面談で、

子どもの悩みに気付き素早くチームで対応することがで

きた。 

・毎月11日の「人権を確かめ合う日」に併せて、各校園で

工夫した取組が継続できた。 

・小学４年生の総合的な学習の時間では、町社会福祉協議

会の協力を得て、認知症や高齢者理解、点字体験など実

際の体験を通した充実した福祉体験学習ができた。 

・「特別の教科道徳」の時間については、時数を確保し、

丁寧に授業を進めることができた。 

・「将来の夢や目標を持っていますか」の質問に対し、「当

てはまる」と回答した６年生児童の割合は76.0%、中学３

年生では60.9%と全国平均と比べて３～６ポイント低く、

当初目標の「全国平均より0.9ポイント上げる」という目

標には届かなかったため、今後も将来をイメージできる

キャリア教育や学習を進めていく。 

(4)健やかな

体の育成と

体力の向上 

Ａ ・竜王こども園では、感染症対策を徹底しながら本来の形

に近づけて行事を再開した。保護者の意向や理解も得な

がらマスクを外しての活動も徐々に増やし、表情豊かな

活動に結び付けることができた。 

・フッ素洗口による虫歯０（ゼロ）への取組を継続した。

その成果としては、令和４年度も町内児童、生徒のう歯
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率の低さは県内でもトップレベルであった。 

・竜王こども園では、４、５歳園児の体力づくりの一環とし

て園内のボルダリングウォールを使った活動を行った。 

・生涯学習課主催のボルダリング教室や体験活動に参加す

ることで、子どもたちにスポーツクライミング競技の楽

しさを知ってもらう機会づくりとした。併せてスポーツ

クライミング特定強化選手として、中学生５人が継続認

定を受け、毎週火曜日の練習に参加した。 

・コマツキャブテック（現コマツ製作所滋賀工場）から竜

王こども園に雲梯と吊り輪の寄贈を受け､３歳児は雲梯､

４歳児は吊り輪を中心に活動を行った｡その一環として､

外部講師を招聘し、園児と教職員が一緒になって安全で

効率的な雲梯、吊り輪遊びについて学んだ。 

(5) 個に応じ

た特別支援

教育の充実 

Ａ ・就学支援委員会を３回開催し、ワーキンググループや小

委員会による園児､児童､生徒の行動観察や答申の作成、

就学相談等を進めることで、保幼小中の切れ目のない特

別支援の継続と保護者支援を行うことができた。 

・小中学校への町費の学習支援員や低学年支援員、竜王こ

ども園への特別支援保育加配の配置により、個に応じた

支援を行うことができた。 

・特別支援教育コーディネーター研修会、特別支援教育支

援員等研修会において、講師を招聘して指導者としての

専門性を高めた。 

(6) 家庭・地域

との連携・

協働による

学校教育の

推進 

Ｓ ・竜王小学校では、地域学校協働本部と連携して授業等の

ボランティアや丸付けを行う「はなまる先生」などの様

々な支援が実施されており、地域の方の学校支援の輪が

広がっている。 

・竜王西小学校の学校運営協議会では、「ふるさと学習推

進プロジェクト」が自然や歴史、地理などの部会ごとに

具体的に計画・実行され、「ふるさと学習推進プロジェ

クト～地域（ふるさと）を語れる子に、地域(ふるさと)

を誇れる子に～」の取組により、令和４年度「コミュニ

ティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」に係

る文部科学大臣表彰を受けた。 

・竜王中学校では、学校運営協議会による土曜塾への参画

や職業体験における企業との連携等の支援、「早寝早起

き朝ごはん」と呼応した取組が進んだ。 

・令和４年度から認定こども園となったことを受け、園運

営の安定を図り、教員が園児、保護者との信頼関係の構

築をめざした。園運営協議会についても、竜王幼稚園・

竜王西幼稚園から活動を引き継いだ。 

・各校園においては、各校園ブログによる情報発信が充実

し、日々の様子を伝えたり、教育方針や取組について啓

発に努めたりするなど、多くの保護者や地域の方に情報

を発信できた。 

・町ホームページや広報を活用して、可能な限り各校園の

様子や教育委員会の各種事業等を掲載し、地域への周知

に努めた。 
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２ 心身の健やか

な成長を支える

就学前教育の推

進 

 

(1) 認定こど

も園におけ

る指導の充

実 

Ａ ・令和４年度より、竜王こども園が１園となり両小学校に

対して、行事等の調整はもとより、交流会の内容のあり

方等についても協議を重ねながら新たな方法等を検討し

つつ進めた。アプローチ・スタートカリキュラムについ

ても、令和５年度には概要を固め、カリキュラムに基づ

いた保育を進めていくことをめざす。 

・竜王こども園では、思わず体を動かして遊びたくなるよ

うな環境の工夫をしたり、チャレンジカード等を活用し

て子どもたちが意欲的に取り組めるような活動内容を工

夫したりして、運動能力の向上に向けて取り組んだ。県

教育委員会主催の「幼児の運動能力等調査」にも取り組

み、園児の運動能力の実態把握に努めた。 

・遊びの中で様々な体の動きを経験し、自分なりの目的を

もって楽しみながら取り組める活動を大切に、園での活

動の様子や幼児期の体を使って遊ぶ経験の大切さを保護

者に知らせ、関心をもってもらえるように工夫した。 

・竜王こども園にALTが訪問し、５歳児は毎月、４歳児は

クラスごとに隔月で英語体験教室を実施した。ネイティ

ブスピーカーと英語で触れあう体験に継続して取り組み、

絵カードを見て色や動物、数などの単語を言ったり、感

情を表す言葉を歌に合わせて全身を使って表現したりす

るなど、楽しんで英語と触れ合うことができた。また３

月には３歳児も英語活動体験を行い、４歳児に向けて楽

しみな活動として意識づける工夫を行った。 

(2)一人ひと

りの園児に

寄り添う教

育・保育の

充実 

Ａ ・一人ひとりがのびのびと自己発揮できる竜王こども園を

目指して、研究保育３回、事例研修６回を開催し、新たに

スタートした認定こども園における、教育・保育のあり方

について研究を行った。長時間保育を利用する子どもた

ちの教育時間における配慮について、生活の流れや活動

の組立て、設定の時間の検討も改めて、次年度以降につな

ぐ協議が行えた。 

・就学時期を見通してそれぞれの子どもの発達状況や課題

に沿って随時家庭と連携し、必要に応じて、保護者の不安

や質問に寄り添い、町内外小学校の参観や就学相談や懇

談、養護学校見学等を行い、スムーズな接続に向けた支援

を行った。 

(3) 子育て支

援の充実 

Ａ ・長時間保育においては、各年齢に教育時間と長時間保育

での子どもの様子を理解して関わる主任教諭を配置し、

教育時間と保育時間をつなぐ連携がきめ細やかにかつ丁

寧に行えた。 

・次年度就園予定児対象の「ちびっこの日」では、未就園児

親子が３歳児の保育が実際に見える環境で、保育体験で

きるよう内容を工夫して年間９回実施した。延べ 130 人

の参加があり、入園後の生活が具体的にイメージでき、入

園を楽しみにしてもらうことができた。また、０歳児から

誰でも親子で参加でき集える場となるよう「こども園で

遊ぼう」（園開放日）を９回実施し 100 人の参加があっ

た。竜王こども園の環境を利用して、安心して子どもを遊

ばせることができる環境と、親同士の交流ができる場と
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して地域の子育て支援の充実につながった。 

３ 安全安心な学

校・園教育の推

進 

(1)教育施設

および教育

環境の計画

的な整備と

充実 

Ｂ ・施設の老朽化や管理不足による学校事故を防ぐため、年

度当初の校園長会において、学校安全、防犯、危機管理

等について各校園の課題や対応を共有し、課題がある場

合は早急な対応をとるように指示した。これを受けて各

校園ではPTA有志による高木の伐採や用務員による枝払

いなど、落下、倒木、接触によるけがなどの未然防止に

努めた。 

・老朽化に伴う各校園施設の破損や故障に対し、できる限

り予算化して早期修繕を行った。 

・竜王中学校では、受水槽前漏水修繕、プール西側漏水修

繕、揚水ポンプバルブ取替、太陽光発電設備修繕等を行

った。 

・竜王小学校では、校舎屋上防水修繕、自動火災報知設備

機器・管路修繕、体育館屋根漏水修繕、体育館排水管修

繕等を行った。 

・竜王西小学校では、エアコン室外機修繕、体育館屋根修

繕等を行った。 

・竜王こども園では、廊下屋根防水修繕、ガス給湯器交換

修繕等を行った。 

・両小学校および中学校については、建築基準法において

特殊建築物として位置付けられていることから、令和２

年度に行った点検による指摘箇所に対する修繕工事を実

施した。 

・GIGAスクール構想による校内ネットワーク環境を向上さ

せるため、令和３年度に各校ともインターネット回線を

１回線増設したが、まだ不安定であった竜王中学校にお

いてルーターの再設定やローカルブレイクアウト作業を

行った。 

・教職員の業務の効率化と縮減につなげるため、統合型校

務支援システムを各校に導入した。 

・平成26年度に導入し経年による動作不良が発生していた

竜王中学校の校務用パソコンについて更新を行った。 

・スクールバスの運行について、委託料の高騰を抑えるた

め令和５年度から３台のうち２台をマイクロバスとする

こととした。 

・令和７年開校をめざす竜王小学校移転新築において、国

の交付金を活用するため文部科学省に情報収集に行くと

ともに、関係課において交流・文教ゾーンの施設整備計

画について協議を行った。 

(2)通学路の

安全確保と

生命尊重に

かかる教育

の充実 

Ｂ ・中学校における自転車通学上の安全確保については、毎

年４月に１年生を対象とした交通安全教室を開催し、警

察官による交通法規や通行指導などを行っている｡また､

地区別集会等で、通学安全上および防犯上危険個所等が

ないかを確認し、教職員および生徒で共有するため全校

集会や学級での啓発を適時行った。令和４年度は生徒が

中心となって危険個所マップを作成した。また、随時教

職員による交通立番、PTAが中心となって朝の挨拶およ

び見守り活動を行っている。また、小学校でも通学路の
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歩き方や自転車の乗り方教室等を実施した。 

・定例の校園長会、教頭研修会、教務主任等連絡会におい

て、学校園での安全確保に努めるよう指示伝達を行うと

ともに、校園長からも安全管理や安全教育、組織として

の取組などを情報交換し、学校園全体として､学校事故､

交通事故を起こさないための危機管理意識の保持向上に

努めた。 

・スクールガード、子ども110番の家等の継続した取組に

より、地域ぐるみで子どもたちの安全確保に努めた。 

・おうみ通学路交通アドバイザーやスクールガードの皆様

を中心に子どもたちの毎日の通学を見守り、また危険箇

所点検にも加わっていただき、通学路の安全確保に努め

た。 

・PTA等からの通学路改善要望に対しては、関係各課や県

東近江土木事務所、近江八幡警察署、おうみ通学路交通

アドバイザー等と連携する中で年２回の通学路合同点検

を実施し、車止めの設置や路面標示など対応可能なもの

から逐次改善を行った。今後も連携しながら可能な対策

から改善していくように努める。 

・各小学校において、通学班としてまとまって登下校がで

きるよう、安全とまとまりを意識した指導を行った。 

・学期ごとに、火災、地震、不審者対応の防災訓練を実施

し、園児､児童、生徒の危険回避力向上と、教職員の危

機管理意識と実践力を高めるように取り組んだ。 

・コロナ禍の中で、引き渡し訓練については実施できなか

ったが、可能な方法で各校園において災害対応訓練等を

行った。 

・携帯メールでの情報発信システムにより、不審者情報、

交通情報等を速やかに保護者に伝えることで、安全確保

につなげた。 

(3) 食育の充

実と安全安

心で特色あ

る学校給食

の推進 

Ａ ・学校給食運営委員会を３回開催し、学校給食事業計画、

学校給食事業特別会計等について審議、助言を仰ぎ、給

食運営と施設維持管理に努め、アレルギー対応調理室の

設置状況やアレルギー対応食の提供について報告を行っ

た。 

・学校給食衛生管理基準に基づき、食材検査、施設検査を

実施して共同調理場の衛生管理を徹底した。 

・給食センター職員に、大腸菌、ノロウイルスの便中検査

を実施し、健康管理に努めた。 

・給食主任会や献立検討委員会を定期的に開催し、栄養バ

ランスのとれた献立や減塩献立、日常食生活において不

足しがちな食物繊維・カルシウム・鉄分たっぷり献立を

実施するなど、安全・安心で栄養価の高い学校給食の提

供に努めた。また、ふるさと給食については、内外に積

極的に情報発信を行い、新聞記事やTV取材を受け、給食

を通じて町の魅力発信に努めることができた。 

・栄養士の専門的知識を活かし、各校園と連携しながら、

学級活動の食育指導や食に関する授業を計画的に行い、

地域の郷土料理、行事食も積極的に献立に取り入れるこ
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とで、子どもたちの食べ物や食に関する感謝の心を育む

ことや健全な食生活の営み、健康への関心を高めた。ま

た、竜王町内の社会福祉法人へ給食物資（野菜）の入札

に参加してもらうよう働きかけ、入札に参加いただいた

結果、社会福祉法人で作られた給食物資（野菜）を使用

することになり、給食を通じて障がい者理解のきっかけ

を作ることができた。 

・給食センターのPRビデオに代わるパワーポイント教材を

独自に作成し、町内の各校園での食育教育に活かすこと

ができた。 

・竜王中学校１年生（120人）を対象に「魚を使った学校

給食メニュー」を考えてくるという課題が、夏休みの家

庭科の課題として出された。実際の給食の献立として実

施できれば生徒たちの励みになるとして、家庭科教諭と

給食センターで竜中特別賞３品目を選定し、１月の学校

給食週間前後に献立として採用・実施した。 

・専用のインスタグラムを開設したことで、日々の給食に

ついて写真を通じての情報発信を行う取組を始めること

ができた。 

・アレルギー対応調理室の設置が８月に完了できた。７月

に栄養士、各校園の養護教諭とともに甲賀市西部学校給

食センターへ視察を行い、２度の食物アレルギー検討委

員会を開催し、「学校給食における食物アレルギー対応

の手引き」を作成した。９月にはアレルギー対応食提供

に向けての事前説明会を対象保護者向けに開催し、11月

から主食（パン、麺、ナンに代えて白ご飯）、12月から

副食（玉子料理に代えてポークウインナー）のアレルギ

ー対応食の提供を開始した。 

(4) ふれあい

相談発達支

援センター

との連携に

よる相談・

支援の充実 

Ｂ ・ペアレントトレーニングは募集をしたものの応募がなく

実施には至らなかったが、保護者に広く周知して子ども

の発達に関することや睡眠と生活など学習の機会の提供

を行うことができた。アウトリーチ型の支援については、

学校や地域につながりにくかった家庭にも数件ではある

が関わることができ、福祉部局につなげることもできた。 

・各校園と自立支援課が連携し、発達に課題のある子ども

の早期発見など、個に応じた支援が充実できるように努

めた。 

・不登校状態にある児童、生徒の自己実現に向けて、保護

者との協力関係を構築し、学校をはじめ関係機関と連携

しながら、継続的な取組を行った。外国にルーツを持つ

児童、生徒や要保護支援の家庭など、様々な背景のある

子どもが増加している中で、県や関係機関と連携し、更

なる支援に向けた取組が必要である。令和４年度は適応

指導教室を利用した児童、生徒が小学校で１人、中学校

で１人おり、相談員やSSWが関わりを継続しながら再登

校に向けての支援を行った。 

・自立支援課との協働で高等学校との連携を強化し、町内

在住生徒の支援を早期に実施することができた。 

・教育と福祉の連携、体制整備について、県SSWのスーパ
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ーバイザーからアドバイスを受けながら支援の充実に努

めた。 

４ 子どもの力を

引き出し伸ばす

教職員の実践力

の向上 

(1) 教職員一

人ひとりの

教師力、学

校・園全体

の組織力の

向上 

Ａ ・令和４年度は、「教師力・学校力アップ事業」として、竜

王町教職員研修会を３回実施した。第１回目は、教職員を

対象としたマナー講座を開催し、「児童、生徒や保護者な

ど相手のことを第一に考えた行動がとれる人間でありた

い」といった肯定的な感想が多くあった。第２回目はICT

や学力向上と家庭教育支援についての選択研修とするこ

とで、教職員のニーズに基づいた研修を進めることがで

きた。第３回目は優秀教職員表彰や実践報告等学校園の

取組や活動を評価、共有し、教職員のモチベーションアッ

プに結び付けることができた。優秀教職員表彰は地道な

努力を重ね優れた教育活動に取り組む教職員を表彰する

もので、令和４年度は２人の教員を表彰した。 

・町独自の若手教員研修制度を導入し、各校園において概

ね３年次までの若手教員や臨時講師、町費講師の授業力

等、指導力の向上に努めた。改善の方向性を本人だけで

なく管理職等と共有するとともに、互いに授業等を参観

することで若手同士の連携にもつながった。 

・教員の資質向上を図るために、研修機会の連続性や適時

性を踏まえて、町から「学校支援マネージャー（新進教

員指導員）」を学校に派遣し、教職経験の浅い教職員の

授業研修を中心に教師力の向上に努めた。 

(2) 資質向上

をめざす研

究・研修の

充実 

Ａ ・町独自の「教育研究奨励事業」では、教職員個々の実践研

究を奨励し、その成果を全体研修で共有することを目的

として教育奨励賞の研究レポートを募集した。一般部門

では認定こども園・小中学校から合わせて６本、新人部門

では小中学校から３本の応募があり、両部門で１名ずつ

が奨励賞を授与した。他のレポートも日々の取組や研究

の成果が緻密にまとめられており、事業を通じて教職員

のモチベーションを高めることができた。 

・自主公開アピール事業を11月16日に竜王小学校、11月30

日に竜王西小学校で開催した。各校ともそれぞれの研究

主題に基づいた公開授業を行うとともに、研究会を開催

し授業の振り返りを行った。また滋賀大学の大橋宏星先

生や県教育委員会の元指導主事の森井貴士先生を講師

に、児童が主体的・対話的に学習活動を行うための講演を

していただいたことで、教職員が授業改善の意欲および

スキル向上に結びつけることができた。 

・優秀教職員表彰では、意欲や実践をしっかり検証し、教職

員の地道な教育実践による成果を称えることにより、教

職員の意欲の向上に努めることができた。 

・教職員全員研修会は、夏季には４つの講座を選択性によ

る研修会を行うなど、工夫して研修の機会を持つことが

できた。 

(3) 業務改善

と働き方改

革の推進 

Ｂ ・スクール・サポート・スタッフや部活動指導員の活用を

継続した。 

・町独自の学校支援マネージャーの活用を継続し、新進教

員や管理職の相談やアドバイスを通じて支援にあたると
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ともに、校種間の報・連・相に務めた。 

・８月に導入した統合型校務支援システムを活用し、児童、

生徒の出欠記録や学習記録および成績処理、通知簿作成

などを一元化することにより、教職員の事務作業の軽減

につなげることができた。また、更なる利活用に向けて小

中学校と教育委員会間の連携を強化していく必要があ 

 る。 

・町独自の措置として低学年支援員を配置し、低学年の支

援にあたることで担任の負担軽減および教育活動への注

力に結び付けることができた。 

・令和４年度において、月80時間以上の時間外勤務が１回

でもあった小学校の教職員（管理職を除く）の割合が9.5%

であった。中学校では44%と高い割合であったが、１学期

に偏っており、２学期後半からは減少した。町教育委員会

としては長時間勤務の教職員に対し、管理職による面談

の実施および指導をすることで、メンタルヘルスや超過

勤務の現状把握、改善策などを提案するよう指示を行っ

ており、また一人の教職員に校務が偏らないよう、校務分

掌のリーダーを複数体制にするなどして負担の軽減を図

るようアドバイスしている。 

５ 心豊かでたく

ましい青少年の

健全育成 

(1) 青少年活

動の支援と

青少年の健

全育成 

Ｂ ・町子ども会連合会および町スポーツ少年団活動等の本部

活動への指導と助言に努めた。 

・町青年団活動拠点について、旧竜王西幼稚園絵本室を団

事務所として利用することについては継続審議となり進

んでいない。また、初めての試みとなる小学生対象の職

業体験会や例年どおりの環境美化・広報活動など、社会

貢献と併せ団員拡充に向けた取組を行った。しかし、組

織存続が危ぶまれる状況に変わりはなく、引き続き、団

員増に向けた指導や支援が必要である。 

・町青少年育成町民会議事務局運営を円滑に進めるため、

町青少年育成推進員を配置して事業展開に努めた。 

・「少年の主張大会」ではコロナ禍もあって、参加者を発

表者の保護者および学校関係者に限定して開催したが、

社会や大人の姿について子どもたちが抱く素朴な疑問、

貴重な提案を訴える有意義な場となった。また、発表内

容は町青少年育成町民会議の広報により住民に発信でき

た。 

・登校（園）時、学校園の校門での「あいさつ運動」、町

内巡回パトロールについて予定通りに取り組めた。 

・町少年補導員会のパトロールを３班体制で実施した。 

・近江八幡・竜王少年センター指導員として、当町推薦の

１人を副所長とする中、竜王町担当として配置し、巡回

パトロールや相談業務対応をしたが、相談はなかった。 

・青少年問題協議会（３月）を開催し、「スクリーンタイ

ムと子どもたちの健やかな育ちを考える。」をテーマに

「スマホ依存」の現状と今後の取組方針について意見交

換と課題の共有ができた。 

・近江八幡・竜王少年センター等関係機関、各校園と連携

し青少年の非行防止に努めた。 
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(2) 家庭の教

育力向上を

めざす取組

の充実 

Ｓ ・３年連続で国の「早寝早起き朝ごはん」推進校事業を受

け、生涯学習課を中心にして小中学校３校を連携推進校

に位置付ける中、家庭の教育力向上に向けた「子どもを

真ん中に連携を密にした取組」ができた。 

・保護者および町内全戸を対象としたリーフレット（ジャ

ーナル）５、６号を作成した。６号については町内全戸お

よび保・こ・小・中の園児、児童、生徒に配布、また、各

種関係者会議でも配布する等、「早寝早起き朝ごはん」を

始めとする規則正しい生活習慣の大切さや子育て視点か

らの家庭教育の重要性を広く啓発することができた。 

・また、ジャーナル５号は、中学校学校運営協議会と連携

する中、「朝食レシピ集」として作成し、中学生を中心

に配布することで食育視点からの啓発に努めた。 

・従来からの教師・保護者からの「タテの関係」、友人同士

の「ヨコの関係」に加え、新たに大学生から兄と姉の立場

を加え、子どもたちへのアプローチに工夫を施した。 

・教育フォーラム2022で子どもたちの生活習慣の状況を昨

年と比較するため９月に実施した小中学生へのアンケー

ト結果では、「スマホ依存率」に関し、小学生で若干改

善が見られたものの、中学生では高くなった。また、６

月実施の学校保健部会の調査でも同傾向が見られ、改め

て、「心の変容から行動変容へ」と繋げることの難しさ

を認識するとともに、客観的数値により注力すべき課題

が明確化できた。 

・上述の状況の反面、４月に行われた全国学力状況調査で

は、小学生は全教科で全国平均を上回り、中学生でも国

語が全国平均を上回った。学力向上の礎として生活習慣

があることから、本取組が奏功したとも考えられるもの

の予断を許さない状況である。また、この結果を踏まえ

た内容でジャーナル６号を作成した。学力と生活習慣の

相関関係についても周知に努めた。 

・教育フォーラム2022では、令和３年度昨年に引き続き兵

庫県立大学の竹内和雄准教授を招き、パネルディスカッ

ションで教師、保護者、児童、生徒がスマホとの関係につ

いて、それぞれの立場での考え方や思いを訴える中で、現

状の課題とめざす姿についての共有が図れた。 

・年間を通じた「早寝早起き朝ごはん」啓発推進のため、

小中学校では、学校だより、学級通信や各種チラシをそ

れぞれの保護者に配布した。また、竜王中学校全生徒を

対象に、毎日の生活習慣を振り返る「生活のあゆみ」の

活用による各自の日常における課題把握や、「生活チェ

ックシート」による長期休業明けの生活習慣の状況を自

覚することにより子どもたちの生活習慣改善に努めた。 

・食育の視点から朝食の充実を図るため、生活記録ノート

には朝活チャレンジ「プラス一品」チェック欄を設け、

保護者の協力を求めることで生徒の朝食の充実に取り組

んだ。 

・両小学校では、啓発のための看板のデザインを子どもた

ちに募集し、これを用いた啓発資材「早寝早起き朝ごは
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ん」推進看板を作成し、両小学校の廊下等の目につく所

に掲示して、生活習慣の大切さの啓発に努めた。 

・これまでの足掛け３年に及ぶ取組が認められ、隔年表彰

制度である国の「令和４年度 優れた『早寝早起き朝ご

はん』推進にかかる文部科学大臣表彰」を受賞した。 

(3) スマホ依

存度縮減に

かかる啓発･

取組の推進 

Ａ ・兵庫県立大学生（ソーシャルネットワーク研究会）を招

聘し、小中学生を対象にスマホ教室を開講し、兄と姉の

立場からの働き掛けを行った。一定の成果はあったもの

の、できれば、大学生自身の失敗談等の経験や体験に基

づく内容を加味したものとなれば一層の啓発力向上に繋

がると考えられ、次年度は、県内大学生を招聘する等可

能な範囲で改善を試みたい。 

・中学校生徒会の協力を得て、「しるみる竜王」での事前周

知を前提に、１月からノースマホデー（毎月「０」の付く

日）に防災行政無線を利用した啓発放送を実施し、町民か

らは好評を得たが、これが周知に留まることなく、実践に

繋がることが必要である。 

・本取組は啓発活動でありその成果が見えにくいが、より

効果を上げるためには、今後も、チラシ等の紙媒体や講演

等のみならず、「SNSの一層の活用」を始め、啓発の切り

口を検討した上で一層の工夫により、多くの人にその主

旨が届くよう努める。 

６ 全ての人が生

き生きと学べる

生涯学習の推進 

(1) 地域学校

協働本部と

学校運営協

議会(コミ

ュニティ・

スクール）

の連携によ

る人材育成

と未来の学

校づくり・

地域づくり 

Ｓ ・地域学校協働本部として町独自の統括地域学校協働活動

推進員を中心に、地域学校協働活動推進員（５人）が４

校園の学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の委

員に加わることで、協働本部と学校運営協議会の相互連

携を図り、主体的な活動に取り組めるよう努めた。竜王

西小学校では前年度に続いて文化・歴史に触れる地域学

習のためのフィールドワークの実践などができた。この

ことにより、竜王西小学校と地域学校協働本部が「コミ

ュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進」

に係る文部科学大臣表彰を受賞した。 

・学校支援活動については、４校園で31の分野での支援を

行った。竜王小学校で令和２年度から取り組んでいる児

童の宿題の丸付けや音読、九九の聞き取りなどを行う

「はなまる先生」は、支援回数は274回、延べ支援人数は

309人であった。竜王西小学校では１年生から６年生まで

の全ての学年を対象に地域学習を実施しており、支援回

数は13回、延べ支援人数は125人であった。 

・広報紙「竜王町地域学校協働本部だより」を年１回新聞

折り込み（別途学校園経由配付有）により発行し、町民

への活動周知とともに活動参加への啓発、ボランティア

の募集を行った。 

・学校支援ボランティア（地域ボランティア）は、これま

での人生で習得した技術や経験を大いに活用することで

「自らの生きがい」につなげていただくことができた。

一方で、地域ボランティアメンバーの高齢化と固定化が

危惧されている。この課題を解決するためには常に新た

なボランティアの募集を行い人材の発掘を継続していか
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なければならない。 

・竜王小学校では、親子で楽しめる活動としてスクール農

園(畑)を活用した農業体験活動に継続して取り組んだ。

授業等で使用しない畑を保護者に開放し、児童とともに

休日に農業体験を通して作物の生育を学習し、収穫した

農産物をイベントで販売した。 

・令和４年度実績 

＊支援分野（内容） 

行事（託児、絵本貸し出し、ベルマーク集計、花壇整

備等） 

学習（家庭科、農園指導、はなまる先生、本の読み聞

かせ、七輪体験、郷土学習等) 

＊新規登録ボランティア人数（目標数20人） 

 31人（前年度34人） 

＊ボランティア支援実人数   132人（前年度128人） 

＊支援回数（目標支援回数600回） 

             538回（前年度632回） 

＊支援延べ人数      1,403人（前年度1,349人） 

(2)「つどう･

まなぶ・む

すぶ」公民

館教室・講

座の充実 

Ａ ・公民館利用者や自主文化活動団体等が､公民館（文化協

会共催等）のイベントや、日ごろの練習・創作等に利用

できる施設として活用いただいた。 

・ドラゴンカレッジの講座を開講した。20歳以上を対象と

したドラゴンカレッジの充実とともに自主文化活動団体

発足につなげる取組を行った。ドラゴンカレッジはそれ

ぞれの講座を３年ひと区切りとして開講しており、それ

以降は講座のメンバーを中心に「サークル化」するよう

促している。令和４年度は、竹かご、クラフトバンド手

芸、筆文字、まくらめ編みの４講座を開講した。竹かご

講座は、令和４年度で３年目を迎えたことから、令和５

年度以降、受講生による自主文化活動団体として独立す

るための支援を行い、協議を重ねた結果、令和４年度末

に自主活動団体として「竜王竹かごサークル」が立ち上

がった。今後は、自主文化活動団体としての支援を行っ

ていく｡２年目を迎えたクラフトバンド手芸講座は､商工

会女性部から発足した自主活動団体｢ミリューの会｣の支

援により丁寧な指導ができた。また、同じく筆文字講座

も２年目を迎え、令和３年度も好評であったので、午後

と夕方からの２部制により開講した。 

・令和３年度でスケッチ講座が３年を経過し終了したため､

令和４年度の新規講座の開講として「まくらめ編み講座」

を開講した。 

令和４年度実績  （目標参加数70人） 

＊ドラゴンカレッジ    （43人） 

竹かご講座       ９人 

筆文字講座       16人 

クラフトバンド手芸講座 ８人 

まくらめ編み講座    10人 

・漢字能力検定を住民の生涯学習の機会の拡充、子どもた

ちの学力向上と客観的評価による向学心の維持および高
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揚をめざして実施した。 

令和４年度実績 

＊漢字能力検定試験  ２回開催 延べ86人 

・竜王キッズクラブの講座を開講した。町内小学校児童が、

様々な体験や学びを通じて、異年齢（異学年）および地域

の人々との交流を深めることにより、仲間づくりと技能

向上、何事にも挑戦する勇気を育むことを目的に開講し

た。令和４年度は令和３年度に続いてクッキング、

サイエンス、書道、チャレンジ、ユースブラス（吹奏

楽）の５クラブを開講した。 

令和４年度実績  （目標参加数75人） 

＊竜王キッズクラブ   （87人） 

クッキングクラブ   18人 

サイエンスクラブ   16人 

書道クラブ      18人 

チャレンジクラブ   20人 

ユースブラス     15人 

・キッズスクールを開講した。小学校の長期休業期間（夏

休み）に小学校児童を対象に多種多様な教室を開くこと

で、一人ひとりの趣味や特技を伸ばし可能性を広げるた

め開講した。この時期に新型コロナウイルス感染症が第

７波を迎え、厳しい時期であったが、前年度に続いて体

験教室のみを開講し、各教室の定員を内容により調整

し、感染対策を講じながら開講した。 

令和４年度実績 

＊キッズスクール 

   夏休み  ９日間 延べ人数217人 

(3) 第２期公

民館基本計

画の策定 

Ⅽ ・町公民館は、平成23年の公民館リニューアル以降、年間

の来館者目標数を６万人としており、令和４年度も前年

度に続いて、ワクチン接種会場ともなったことから、来

館者数は84,691人となり、前年度比107％となった。 

・竜王町公民館基本計画は平成22年に公民館コンバージョ

ン事業にあわせて策定された。10年を超過したことから

第２期計画策定が令和２年度からの課題となっており、

令和４年度は、令和５年度策定に向けた準備の年度とし

た。 

・10月の社会教育委員会議において、公民館の現況等を説

明し、12月には臨時の社会教育委員会議を開催し、委員

に公民館の現場を視察していただき、第１期計画の成果

と課題について意見交換をいただいた。 

・令和５年度予算に策定委員会の会議経費と印刷費を計上

することとした。 

(4) 地域に開

かれ親しま

れる図書館

の運営 

Ｓ ・令和４年度の個人貸出冊数は109,504冊、住民(令和４年

度末人口11,520人)１人当たりの貸出冊数は9.5冊で、貸

出冊数は、前年度比92.4％となった。 

   貸出総数（目標数値 115,880冊） 

個人   109,504冊 

          団体    5,939冊 

          （うち学校 3,053冊） 
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          他図書館へ  291冊 

１人当たりの貸出冊数   9.5冊（前年度10.2冊） 

全国１位：東京都 7.95冊 

２位：滋賀県 6.91冊          

 貸出冊数の減少の一因として、コロナがピークを過ぎ、

読書よりも外出の機会が広がったためと推察する（県内

の他市町図書館の多くで、貸出冊数が令和３年度と比べ

減少している）が、今後、図書館貸出冊数を増やしていく

ためには、資料の一層の充実とともに、図書館蔵書のPR

が必要である。 

  図書館来館者数（目標数値34,330人） 

34,620人（前年度37,015人） 

・展示コーナーを、作品発表や啓発の場として16回活用し

た。その中でケンケト祭りや町内で見ることのできるト

ンボの紹介展示など竜王町のことを知るための展示や、

町内在住の方の作品展示と紹介を行い、住民がより「郷

土に誇りと自覚」を感じられる活動が展開できた。 

職員による図書のテーマ展示を、玄関ホールをはじめ館

内の各所で随時実施し、個々の展示については、図書館

所蔵の資料をはじめ町や各種団体と情報連携し活動成果

の展示を行うとともに取組の啓発パンフレット、ポスタ

ーを並べることで、来館者の関心を惹くよう発信の工夫

をした。また、展示コーナーの作品展示は、図書館ホー

ムページや「としょかんだより」の他、各報道機関を通

じて積極的に情報発信した。結果、新聞に記事として取

り上げてもらうことができ、普段、図書館を利用来館さ

れない方への来館するきっかけづくりとすることができ

た。 

・利用者からの資料相談やレファレンスに対応し、必要な

資料について提供できた。 

・図書館ホームページにて、事業の案内や新着書等の情報

を発信するとともに、「としょかんだより」を月１回発

行した。 

・小学校児童向けの「としょかんだより」、またティーン

ズ（中・高校生向け）向けの｢つれづれ通信｣を発行し、

児童、生徒に図書館利用を呼びかけた。 

・子育て中の保護者をサポートするため、保護者自身が自

分の時間が持てることでリフレッシュでき、子どものた

めの絵本等をじっくり探す時間が持てるよう、第２・４

金曜日に「来館時託児サービス」を実施し、延べ12組の

利用があった。コロナの影響もあり、利用のない日もあ

ったが利用者からは好評であった。 

・乳幼児を持つ保護者の絵本選びのサポートとして、テー

マに沿う絵本を３冊ずつまとめた「あかちゃん絵本セッ

ト」を作り、貸し出しを行った。「子どもに何を読んで

いいのかわからない」という保護者や、コロナ禍にあっ

て短時間で本選びができることもあり、利用された方か

らは概ね好評であった。 

・図書館来館のきっかけとなるよう４歳以上を対象に、図
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書館わくわく工作教室を開催した。（年４回） 

・中学生の居場所事業として視聴覚室を開放し「ふらっと

スペースYoruca?」を実施した。（月１回） 

・「第３次竜王町子ども読書活動推進計画」に基づき、各

校園への出前貸出を実施した。 

   竜王こども園：延べ192人、192冊（年３回） 

   竜王小学校：延べ408人、786冊（年10回） 

   竜王西小学校：延べ599人、816冊（年11回） 

   竜王中学校：延べ８人、17冊（年３回） 

 また､保育園・認定こども園への出前おはなし会のほか､

随時、来館・出前おはなし会を実施した。 

   竜王こども園：年間７回 

   ひまわり保育園・コスモス保育園：毎月１回 

   随時来館・出前おはなし会：８回 

・学校図書館司書と情報交換を行い、学習に必要な資料を

幅広く用意するため、県立図書館の「学校図書館支援の

ための協力貸出事業」を利用しながら、資料を手配し、

提供するなど、学校や学校図書館との連携を図り、子ど

もたちの「読書の日常化」に努めた。 

・新型コロナウイルス感染症対策を講じながら「おはなし

会」、「おひざでだっこのおはなし会」を通年実施する

ことができた。また、英語ニーズの高まりにより、「英

語DEおはなし会」、「英語DEおひざでだっこのおはなし

会」を実施した。（年１回） 

・10か月の赤ちゃんと保護者に絵本を手渡すことで、絵本

を介して心が触れ合うきっかけを作るとともに、図書館

利用への動機付けとする「ブックスタート事業」の継続

実施に努めた。絵本引き換え者79人 

(5) 社会教育

関係団体活

動支援と人

材・指導者

の育成 

Ｂ ・町青年団活動拠点について、旧竜王西幼稚園絵本室を団

事務所として利用することについては継続審議となり進

んでいない。今後、絵本室を活動拠点とする方向での可

能性を見極めるべく、開発許可申請の課題について検討

する必要がある。可能であれば、これの実現をめざし審

議を再開する。 

・上述の課題について、商工観光課との申し合わせでは、

勤労福祉会館の団事務所としての利用は２年間が上限で

あることから、令和５年度での解決が必要である。 

・社会教育関係団体活動への支援として12団体に補助金を

交付した。交付団体の内、１団体は活動の見直しもあっ

て、不要となった補助金について返還された。新型コロ

ナウイルス感染症の５類移行を機に、活動の本格的な再

開が見込まれるが、各団体には従来踏襲になることなく

活動の工夫が一層求められることから支援やアドバイス

を継続していく必要がある。 

・町域４団体の会費徴収を令和４年度から自治会を通じて

依頼しないこととしたが、前年度における事前調整が奏

功して大きなトラブルもなく移行できた。このことに関

し、懸案の解決に区長会でも評価された。また、団体の

事務事業の見直しにより、団体活動の一部合理化が図れ
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た。なお、令和５年度補助金について事業のあり方や補

助額の精査を継続した結果、スポーツ協会役員への説明

を踏まえ、補助金を減額対応した。今後も、必要に応じ

その増減額について、納得できる理由の明示を踏まえた

対応が必要である。 

７ 文化芸術の振

興と文化財保護

の充実 

(1) 文化芸術

活動の奨励

と振興 

Ａ 

 

・竜王アートギャラリーを10月29日から11月30日まで開催

した。令和４年度は町文化祭を開催しない年度であるた

め、町文化協会と共催し公民館および図書館を会場とし

て、竜王アートギャラリーを開催した。作品出展者は、

自主文化活動団体のみに留めず、一般町民等にも募集を

行い、公民館、図書館の２か所において、展示を行うと

ともに、期間中は、様々な体験教室を開催した。また、

舞台発表については、令和３年度はコロナ禍のため実施

できなかったが、令和４年度は感染症拡大に細心の注意

を払いながら実施することができ、自主文化活動団体や

公民館利用団体の日ごろの成果の発表の機会とした。 

  交竜ステージ（舞台発表） 11月12日  

参加者および来場者 370人 

出演団体数 17団体 

作品展示 

・自主文化活動団体作品展（12団体） 

・公民館講座「ドラゴンカレッジ」受講生作品 

・一般申込展示 

   体験教室 ９教室 延べ参加者 45人 

・竜王ジュニアアートギャラリーを12月３日から12月28日

まで開催した。公民館交竜フロアおよび玄関ロビーにお

いて、保育園・認定こども園・小学校・中学校の子ども

たちの作品を一堂に展示する「竜王ジュニアアートギャ

ラリー」を開催した。子どもたちの創作意欲の高揚と、

同世代をはじめ、その保護者や家族、さらには広く町民

の鑑賞文化の向上に寄与した。保育園・認定こども園は

５歳児全員､小中学校は書道と絵画を各クラス２点ずつ､

公民館子ども教室（竜王キッズクラブ､書道クラブ生）､

シュタイナー絵画教室、蒲生郡青少年美術展出展者の作

品を展示した。 

・文化協会と共催で、「第６回公民館フェスタ～竜王のお

ひなさん～」を開催した。町内外から寄贈いただいた江

戸から平成までの豪華なひな壇飾りや神殿飾り、内裏雛

等を展示するとともに、つるし飾りサークルが制作され

たつるし雛を天井から吊るして華やかに装飾した｡また､

令和３年度に引き続き文化協会役員に雛人形を利用した

「義経」のオリジナル創作作品を展示していただいた。

あわせて、庁舎玄関ロビーにおいては、令和３年度作成

した「万葉ロマン～額田王と相聞歌～」を展示した。レ

イアウトを工夫したことにより観覧者からも高い評価を

いただいた。その他、おり紙やちぎり絵、切り絵、フラ

ワーアレンジメント等の体験教室の開催、自主文化活動

団体によるや春をテーマとした作品を展示し、館内を賑

やかに彩ることができた。また、３月４日に公民館ホー
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ルで２部構成による各種舞台発表を行った。当日はキッ

ズフェスティバルとの同時開催として、子どもたちの吹

奏楽演奏やダンスグループの発表も加わり、子どもから

大人までが日ごろの練習の成果を発表した。開催前に報

道機関にも情報提供を行うことで、新聞等に取り上げら

れ町内外から多くの来館者があり、華やかな展示を大勢

の人に鑑賞いただいた。 

  公民館フェスタ（２/４～３/31） 

延べ来場者数   1,500人 

ひな段飾り他   14セット 

   舞台発表（３/４） 

参加者および来場者 335人 

出演団体数 11団体 

   作品展示 出展団体数 15団体 

   ※出展団体のほか、文化協会「創作展示」、公民館

講座（筆文字、まくらめ編み）、竜王こども園園

児の作品を展示 

   体験教室 10教室 延べ参加者 59人 

・交竜フロア展示ケースを利用し、月替わりで多種多様な

文化芸術作品や竜王町の文化財の展示を行い、町民の文

化芸術と文化財への関心を高め、知識・教養の向上に努

めた。 

 ４～５月 竜王の五月人形展 

 ６月   竜王の文化財展Ⅰ（中津井文書） 

 ７月   青年学級展 

 ８月   陶芸と書（民芸）のコラボ展 

 ９月   三宅忠男氏 切り絵展 

10月   村上瞳氏 竹かご展 

 11月   やまびこ福祉会作品展 

 12月   竜王の文化財展Ⅱ（ケンケト祭り展（ユネス

コ無形文化遺産登録記念）） 

 １月   井堀多美子氏 書道展 

 ２～３月 雛人形展示と文化協会創作作品 

・公民館ホームページや玄関ロビーのディスプレイを活用

し、公民館事業やイベント情報を定期的に発信すること

により情報提供に心がけた。 

(2) 文化財保

存活動の推

進 

Ｓ ・国指定文化財（建造物３、美術工芸１）の防火施設維持

管理にかかる費用の一部を助成した。 

  対象：鏡神社・勝手神社・苗村神社・浄満寺 

・令和３年度に引き続き、山之上長刀祭保存会への活動の

一部にかかる補助金を交付した。コロナ禍前に戻す形で

祭事を斎行された。 

・国史跡：雪野山古墳、県史跡：オウゴ古墳・雨宮古墳、

国重文 宝匡印塔、燈篭を包蔵する西光寺跡遺跡の除草

等の環境整備を行った。 

・町内を南北に３区分し、文化財巡視員が月１回パトロー

ルすることで町内指定文化財の保存状況把握に努めた。 

・１月26日の文化財防火デーを基準日として近江八幡消防

署と連携し町内５社寺の防火施設の点検を実施するとと
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もに防火啓発ポスターも５社寺に配布し、防火意識の高

揚に努めた。 

５社寺：苗村神社、鏡神社、勝手神社、浄満寺、竜王寺 

・町土の開発等に伴う文化財保護法および開発にかかる指

導要綱に基づく埋蔵文化財試掘調査を行った。 

 試掘10件、立会２件、慎重工事３件 

・中心核整備課との緊密な連携により竜王小学校移転新築

予定地の埋蔵文化財本発掘を８月から５か月間で計画通

りに実施できた。遺物は確認したものの特筆すべきもの

は検出しなかった。 

・「山之上ケンケト祭り」は、わが国が世界に誇る貴重な

民俗芸能として、次代への継承に向け、活動母体である

保存会への指導助言等の支援とともに、ユネスコ無形文

化遺産登録に向け、県内関係３市町の文化行政および各

保存会と連携し積極的に活動を展開した結果、11月30日

に登録された。 

・ユネスコ無形文化遺産登録を記念して、町ホームページ

で町長の祝賀コメントを載せるとともに、町広報12月号

紙上でも紹介記事を掲載して周知を図った。 

・１月29日には、保存会が草津市で県主催の祝賀記念セレ

モニーに参加され、併せて、長刀振りを披露された。 

・令和５年の祭礼当日には、町、保存会、観光協会からな

る実行委員会を組織し、町の登録記念セレモニーが開催

された。 

・令和５年度対応予定の国費による苗村神社防火設備更新

にかかる補助事業については、当町負担額について当初

予算を計上するものの、国において予算措置がなされな

かったことから、今後、国の動向を注視しつつ柔軟に対

応できるようにする必要がある。 

(3) 地域の歴

史に親しむ

機会の創出 

Ｂ ・りゅうおう歴史文化講座を２回開講した。コロナ対策の

ため会場を町公民館ホールに移した上で、定員の１/３

以下の100人として実施し、チラシ配布も町内および県

内に限定した。また、手指消毒・換気・検温を徹底して

行った。 

・テーマは「中津井文書 と 町内に伝わる雨乞い信仰」 

の２つとした。 

第1回「中津井文書の価値と魅力」 

受講者：38人（町内24人、県内14人） 

第2回 ①「竜王町の雨乞い」 

      ②「遺跡からみる雨乞い」 

受講者：36人（町内20人、県内16人） 

・参加者へのアンケートでは88％が「良かった」と回答さ

れた。また町内参加率は59％と、前年比15％減だった。 

・児童、生徒への啓発活動を展開した。 

  西小コミュニティ・スクール活動の地域学習にかかる支援 

  夏休み歴史体験学習：弓づくり、勾玉づくり 

・住民が当町の歴史文化に触れる機会を創出した。 

  展示会の開催（公民館：６,12月、図書館：２月） 

   ６月：新・指定文化財展 
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「中津井文書 ～水が紡ぐ地域史～」 

   12月：ユネスコ無形文化遺産登録記念 山之上のケンケト祭り 

        ～世代を超えて受け継がれる伝統～ 

   ２月：ユネスコ無形文化遺産登録記念 山之上のケンケト祭り 

        ～世代を超えて受け継がれる伝統～ 

８ 明るく住みよ

いまちづくりを

めざす人権教育 

(1) 人権尊重

のまちづく

りの推進 

Ｂ ・人権教育・啓発を推進するための様々な事業を、各分野

にバランスよく配置して実施できた。人権尊重のまちづ

くりがどの程度、実現できているかは検証が難しく評価

しづらいが、担当課として常に前向きな姿勢で取り組め

ていた。 

・人権教育啓発基本方針を改定して２年が過ぎた。まだ浸

透しているとは言えないが、様々な機会に周知啓発に努

めた。 

・人権教育の主管として、また、人権教育推進協議会事務

局として、未来創造課（人権行政）・商工観光課（企業

内人権）と連携を密に、地域・企業・各種団体機関・行

政・各校園を対象に広く学習機会を提供した。 

・新型コロナウイルス感染症の感染が拡大した３年前か

ら、感染者や医療従事者等への人権侵害事象が多発した

ため、啓発リーフレットを作成するなど継続して啓発に

取り組んできた。令和４年度の「人権啓発セミナー」で

は、第１回「患者の人権」で日本赤十字社京都支部の宮

本佳蓮氏を招き、コロナ禍と人権についての講演会を開

催することができた。 

(2) 学校・家

庭・地域・

行政の連携

による人権

教育の推進 

Ｂ ・人権教育推進協議会の事務局として、協議会の運営に尽

力できた。自治会と連携し、地区別懇談会や男女共同参

画集会の開催に積極的に取り組んで、コロナ禍以前の取

組に着実に近づけられた。また、各種団体の人権研修開

催への働きかけや支援にも取り組め、各校園とも協力し

ながら人権教育の推進に取り組んだ。 

・各自治会の人権教育推進員、社会教育推進員、啓発推進

員（町職員）を対象とした合同研修会は、コロナ禍対策

として２日間に分けて開催し、地区別懇談会の本格再開

にむけてアピールできた。 

・地区別懇談会実施状況は、コロナ禍が続く中、32自治会

中19自治会で開催できた。参加目標数は1,100人として

いたが、472人の参加数であった。 

・男女共同参画集会の単独開催は４地区であり、参加者数

は、65人であった。 

・各種団体の人権研修実施は、17団体中12団体であった。 

・各種研修会への教材提供および講師紹介等の支援やアド

バイスをすることができた。 

・人権教育推進協議会学校園部会は、機関誌「こころ」へ

の原稿掲載を依頼し、各校園における人権教育の内容に

ついて町民への啓発に努めた。また各校園で人権研修を

開催し、教職員の意識とスキルの向上に努めた。 

・毎年、小中学校の児童、生徒を対象に様々な人権作品を

募集しており、令和４年度も人権を訴える力のある作品

が寄せられ、「人権を考えるみんなのつどい」での作文
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朗読や啓発冊子への掲載、ポスターによる町内掲示等に

活用することができた。 

・啓発冊子「しあわせはみんなのねがい」は、自治会から

の要望もあり、これまでの全戸配布から人権推進協議会

役員と希望者への郵送に変更した。このことで、啓発冊

子を手に取って見てもらえる機会が減少した。今後は、

全町民が手に取って見てもらえる方法と冊子内容を検討

する必要がある。 

(3) 人権意識

の高揚に向

けた教育・

啓発の推進 

Ａ ・最新の研究や先進地の取組、他府県他市町の教育啓発実

践に学びながら、竜王町の人権教育・啓発の内容を高め

るために尽力できた。取組内容も試行錯誤を繰り返しな

がら、より良いものにするために常に改善に努めた。 

・「じんけんを考えるみんなのつどい」は、実行委員会制

により３回の事前会議を開催し、開会行事を簡素化する

等のコロナ対策を講じながら開催することができた。 

参加目標数150人に対して138人の参加であった。 

・「人権啓発セミナー」は、県内外から最新の研究や実践

をされている講師を招き、10・11月にコロナ禍における

開催スタイルで全５回、定員90人で開催した。 

参加総数は283人。 

・若い世代の学習会への参加を促進する取組として「人権

啓発セミナー」の第５回「子どもの人権」を土曜日の午

前に開催したところ、託児を希望して参加した保護者が

２人いた。手厚い託児に感謝していただき、講演の内容

にも満足していただけた。 

９ 「観る・する

・楽しむ」豊か

なスポーツライ

フの推進 

 

 

 

(1) 町民の健

康・体力向

上に向けた

スポーツ活

動の奨励 

Ｂ ・子どもから高齢者まで町民誰もが気軽に運動やスポーツ

に親しむことができるスポーツイベントとして、「竜王

町スポーツフェスティバル2022」を開催した。 

  開 催 日：10月９日 

  会  場：竜王町総合運動公園、妹背の里 

  種目内容：ニュースポーツ体験会、子どもスポーツ体

験会（野球・サッカー・バレーボール・バ

スケットボール）、ノルディックウォーキ

ング体験会、ダンスエクササイズ、青空ヨ

ガ、ボルダリング体験会、グラウンド・ゴ

ルフ体験会、弓道体験会、テニス体験会 

  イベント：滋賀学園中学校・高等学校チアリーディン

グ部によるパフォーマンス披露 

  参 加 者：約170人（種目） 

・町民のスポーツ活動およびレクリエーション活動の場を

提供し健康づくりの支援を行った。新型コロナウイルス

感染症が終息傾向となったため、前年度より利用増加と

なった。 

学校体育施設（目標利用者数 延べ21,000人） 

延べ 31,362人（前年度 27,043人） 

社会体育施設（目標利用者数 延べ3,000人） 

延べ  4,539人（前年度  3,848人） 

・過去２年間開催を見送っていた、町スポーツ協会と共催

開催してきた総合体育大会については、コロナ禍であっ



30 

 

たが、一部の屋外競技（ゲートボール、ゴルフ、グラウ

ンド・ゴルフ）は開催できた。ただし、元旦マラソンに

ついては３年連続の中止となった。 

・新型コロナウイルス感染症も令和５年５月から２類から

５類に移行したことから、町民のスポーツ活動の推進に

ついて、町スポーツ協会等関係団体と検討協議を行い、

より一層のスポーツに親しむ機会の提供に努めたい。 

(2) 健康増進

につながる

運動習慣定

着に向けた

取組の充実 

Ｂ ・コロナ禍により低迷していた自治会活動も再開の兆しが

あり、１団体・４自治会からスポーツ推進員の派遣依頼

（出前講座）を受け、ラジオ体操やスポーツ推進員考案

のストレッチ、ニュースポーツの指導等を行った。 

・ラジオ体操の取組を推進するため、夏休みのラジオ体操

の実施について自治会に依頼するとともに、学校等を通

じてラジオ体操カードの配布を行い、併せて各家庭での

実施を促すため、各自治会にチラシを配布するなど啓発

に努めた。夏休みラジオ体操実施自治会数は、32自治会

の内、28自治会が実施された。 

・身近にできる運動としてウォーキングの普及に努め、令

和４年度はウォーキング事業“レッツ・エンジョイ・ウ

ォーキング”を３回実施した。目標参加数：20人 

  第１回６月（町内）義経浪漫コース（約７㎞） 

参加者：18人 スタッフ：12人 

  第２回11月（町外）希望が丘文化公園コース(約８㎞) 

      参加者：19人 スタッフ：７人 

  第３回３月（町外）東海道土山宿コース（約６㎞） 

      参加者：19人 スタッフ：８人 

 目標としていた１回当たりの参加者数20人には到達でき

なかった。スポーツ推進員とも協議し、コース設定して

いるが、大きな増加には繋がっていない。今後は、実施

後のアンケート調査や他の団体が実施しているウォーキ

ング事業等も参考に、より魅力あるウォーキング事業の

展開を図るとともに、ウォーキング事業のコースをデー

タ化（ウォーキングマップ）し、町ホームページに掲載

するなど、町民がウォーキングに取り組みやすいよう情

報提供に努めたい。 

(3)第79回滋

賀国民スポ

ーツ大会へ

の対応 

Ｂ ・スポーツクライミング競技の普及啓発活動と併せて滋賀

国スポのぼり旗の設置や啓発品の配布、横断幕の掲示等

行い滋賀国スポの機運醸成を図った。 

・2025年滋賀国スポのスポーツクライミング競技の開催地

として、また、「ボルダリングの町 竜王町」をＰＲす

べく令和４年度においても14人のアンバサダー（広報大

使）を任命し、町からも積極的に情報提供を行い、個々

のSNS等での情報発信の内容の充実を図った。また、広

報活動だけでなく、町事業へ積極的に参加していただ

き、その様子を情報発信していただいた。 

・スポーツクライミング競技（ボルダリング）の普及啓発

として、小学生を対象に体験教室等を開催した。 

  小学生ボルダリング教室（全７回）申込者：50人 

  竜王町スポーツフェスティバル2022 
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（小学生ボルダリング体験会）  参加者：23人 

TOYOTAキッズパーク 

（小学生ボルダリング体験会）  参加者：330人 

・2025年滋賀国スポのスポーツクライミング競技の開催準

備および大会運営を円滑に行えるよう、６月３日に第79

回国民スポーツ大会竜王町準備委員会設立総会と第１回

総会を開催した。 

・栃木国体の視察および先催県の三重国体（中止）のスポ

ーツクライミング競技の開催地であった菰野町に訪問す

るなど、運営のための情報収集に努めた。 

・競技運営の主体となる滋賀県山岳連盟等の関係団体との

意見交換会を行った。 

・「ボルダリングの町 竜王町」をめざすための裾野を広

げるために、指定管理者と連携を密にし、まず小学生対

象にボルダリング体験教室の実施、学校の校外学習の一

環として児童、生徒にボルダリングを体験してもらう機

会の提供などについて今後検討していく。 

・視察で情報収集した内容を基に、2025年の本大会に向け

ての委員会運営（４専門委員会）を着実に進めていく必

要がある。 

(4) スポーツ

クライミン

グの選手育

成と常設ボ

ルダリング

施設の整備 

Ａ ・地元選出のアスリート育成のため、竜王町スポーツクラ

イミング特定強化選手の認定および練習会を実施した。 

  強化選手認定者数 ６人（新規１人、継続５人） 

  （中１：３人、中２：２人、中３：１人） 

  練習会 毎週火曜日（栗東市の民間施設を利用） 

練習会場が一番近くで栗東市しかなく、また練習会が基

本週１回となっており、学校行事や部活動の関係で欠席

する選手もあり、技量の向上を図る上では、十分な練習

量とはなっていない。町内の常設ボルダリング施設の完

成に併せ練習会場を常設ボルダリング施設に変更し、自

主練習を促すなど、より一層の技量向上に努めたい。 

・常設ボルダリング施設整備について、建設計画課、（公

財）竜王町地域振興事業団および受注業者と定期的に協

議を行い令和４年12月に県下初の公設のボルダリング施

設が完成し、ドラゴンボルダリングジムと命名した。 

また、令和５年１月から施設を（公財）竜王町地域振興

事業団に指定管理を任せ、供用開始に向けた準備を進め

た。 

令和５年２月１日 竣工式 

令和５年３月18日 オープニングイベント 

令和５年３月19日 2023年滋賀県強化選手選考会 

令和５年３月25日 供用開始 

・常設ボルダリング施設の周知およびボルダリングの愛好

者の裾野を広げる活動として、今後、各種情報媒体を活用

し施設のPRを行うとともに体験教室等を開催するなど

（公財）竜王町地域振興事業団と連携し取り組んでい

く。 

(5) 第２期竜

王町スポー

Ｂ ・コロナ禍であり、当初予定していた健康体力づくり事業

を中止したが、他の事業は徐々に事業を再開し、スポー
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ツ推進計画

の具現化 

ツ推進を図っているものの､限定的な取組となっている｡

第２期竜王町スポーツ推進計画に掲げる「町民一人ひと

りのスポーツの日常化」に向け、町スポーツ協会等関係

団体とも連携を行い、各ターゲットに応じた継続的な事

業が展開できるよう、それぞれの立場、状況で「する、

みる、ささえる」の形でスポーツに参画してもらえるよ

う働きかけていく｡ 
 



 

 

 

 

令和 ５ 年度 
 

 

 

 

 

 

 

竜王町事務点検評価に係る 
二次評価 
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二次評価 

 

教育委員会の活動 

評価 項 目 点検・評価（記述） 

Ａ １ 教育委員会の会議 ・計画通りの毎月１回と臨時１回の開催は、着実な教育

行政の推進状況と考える。 

・毎月１回の定例会を開催され、臨時会も１回開催され

た。また、４校園を訪問し、様々な視点から意見交換

が行われた。 

・会議の回数､円滑な運営のための工夫等は適切である。 

・臨時会はいじめや不祥事等、重要かつ緊急度の高い案

件の場合は速やかに開催する必要があり、適切に対応

されていると思われる。 

・教育委員が学校現場を訪問し、子どもたちの様子にふ

れて教育行政に反映させていることは評価できる。 

２ 教育委員会の会議の公開､保護

者や地域住民への情報発信 

・傍聴者の状況は、他市町の状況からもやむを得ないと

考える。 

・SNSを利用しての発信を考えても良いと考える。 

・傍聴者はなかったが、公開・公聴について町ホームペ

ージに掲載されるなど周知に努められた。 

・開かれた教育機関として会議の傍聴等に対応し､周知・

啓発の工夫をしていることは望ましい。また傍聴はせ

ずともホームページや広報誌の閲覧等を通して、町の

教育や教育委員会に関心を持つ町民が増えることは

好ましい。そのための努力をされている事が理解でき

る。 

・開催日や主な議題の周知などを通して、傍聴にいつで

も応じるという心構えが大事である。 

・どこの市町でも、誰が教育委員なのか、教育委員会が

どんな機能を持っているのかを知らないことが多い

ため、町民の関心も向かないのではないか。 

３ 教育委員会と事務局との連携 ・連携を図り円滑な委員活動に努められた。 

・事前の会議資料の配布等、円滑な会議運営に努めてい

る。 

・学校評価・教育委員会評価など様々な評価を通して、

保護者・議会・地域の方々の協力や支援を得て､学校・

教育委員会の活性化につなげられている。 

・目的や理念に基づいた取組ができているから、自信を

持った評価ができている。全体を通して、教育委員会

と事務局の意気込みを感じる。 

令和５年度 令和４年度事業にかかる竜王町教育委員会事務点検および評価要領 

 Ｓ：的確な事業実施がなされ、非常に大きな成果があがっているもの 

 Ａ：適切な事業実施がなされ、十分な成果があがっているもの 

 Ｂ：成果としては良好なものが得られているが、更なる充実が望まれるもの 

 Ｃ：一定の成果をあげているものの、課題もあり検討を加え努力すべきもの 

 Ｄ：成果が乏しく抜本的な見直しとともに、改善が必要なもの 
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４ 教育委員会と首長との連携 ・総合教育会議の傍聴の呼びかけはどうだったのか。傍

聴と会議後の発信の状況の記述も大切だと考える。 

・年３回の総合教育会議を開催し、年間を通じて「情報

通信機器の活用と子どもたちの健やかな育ちを考える」

をテーマに会議が充実された。 

・年３回の総合教育会議の開催において適切に連携され

ている。 

・首長の町教育に関する思いを聞き取り、教育委員会と

町当局が共に課題を共有し、町の課題解決の役割をも

教育が担うという心意気で取り組まれたい。 

・令和４年度は「情報通信機器の活用と子どもたちの健

やかな育ちを考える」をテーマに掲げ、喫緊の課題に

ついての意見交換ができ価値ある会議となっている。 

・年間を通したテーマ設定が他の社会教育を含む教育全

般にも反映されていて、町を上げての取組がより充実

したものになっている。 

５ 教育委員の自己研修 ・最新の話題から学ぶことで求められる教育委員会活動

をめざし研鑽に努められた。 

・国や県の動向を理解し、町の教育行政に反映すべく努

めることができている。今後も変化の激しい教育改革

に対応すべく意義ある研修を重ね、教育委員としての

資質を高めていっていただきたい。 

・コロナ禍にあっても積極的に情報収集に努め教育行政

に反映させるよう努めている。 

６ 学校および教育施設に対する

支援・条件整備 

・学期ごとに各校園を訪問され、取組に沿って委員と管

理職以外の教職員と懇談されたのは評価できる。 

・学期ごとに計画的に各校園を訪問し、子どもたちや教

育現場の状況を肌で感じ取っている事は素晴らしい。

また訪問テーマを定め意見交換をしていることは、教

職員の資質向上にもつながっている。 

・学校だけでなく、公民館や図書館など、特に学校と関

わりの深い施設への理解が深められている。 

・教育委員が学校・園を訪問し、現場の先生方と意見交

流をすることで職員の意欲向上につながっている。 

・学校給食運営委員会に教育委員が出席することで、現

場の現状把握につなげている。 

 

教育委員会が管理・執行する事務 

評価 項 目 点検・評価（記述） 

Ａ １ 教育行政の運営に関する基本

方針を定めること。（教育大綱を

定めること。） 

・外部評価委員からの評価、分析を踏まえた事務点検評

価の結果や事業指標の到達度に基づき、教育行政基本

方針を策定されたのは評価できる。 

・町の教育基本方針の中の「夢と志」「たくましく生き

抜く人づくり」などの文言は、これからの社会で必要

とされるめざす姿としてふさわしい方針である。 

・令和４年度「情報通信機器の活用子どもたちの健やか

な育ちを考える。」目的で、スマホと早寝早起き朝ご

はんを主とするテーマとして、基本方針は写真や模式
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図を活用し、見てわかりやすい工夫がされている。 

・町の特色や子ども・保護者・地域の実態から、どんな

教育をめざすのか、首長と町の課題を共有し、主題や

目標、重点が設定されていることから予算配分、環境

整備にも生かしてもらいたい。 

２ 教育委員会規則および規程を

制定し、または改廃すること。 

・適切に行なわれていると考えられる。 

３ 教育予算その他議会の議決を

経るべき議案の原案を決定する

こと。 

・教育施策に関して、議会への上程前に詳細説明と意

見を求められた。 

４ 教育委員会の所管に属する学

校その他の教育機関を設置し、ま

たは廃止すること。 

 

５ 事務局および教育機関の長の

任免その他に関すること。 

（県費職員は除く） 

・遅延することなく適切に実施できた。 

６ 県費負担に係る校長の任免･内

申（教育長専決事項） 

・遅延することなく適切に実施できた。 

７ 県費教職員の人事の内申に関

すること。 

（教育長専決事項） 

・校長の具申のもと、適切な人事異動がなされたことは

評価できる。 

・校長の具申のもと適切な人事異動に努め、学校の活性

化と総合的な学校力の向上に努めている。 

・学校数が少ない町としては、地域広域交流が欠かせな

い。より教職員の適性を生かし教員の指導力・学校力

を高められるよう適切な交流に努めてもらいたい。 

８ 教委所管の各種委員会の委員

の任免・委嘱 

・任命および委嘱を行い、適切に各種事業活動の展開を

なされたのは評価できる。 

９ 教科用図書の採択の決定に関

すること。 

・令和５年度から使用の教科用図書の採択が適正に採択

されたのは評価できる。 

・新指導要領の理念や時代の技術を反映し、教科書もデ

ジタル化が進んでいる。調査研究を経て理念を反映し

た適切な採択に努められたい。 

・一般図書の一部が絶版になることが多い。そうした急

な事態についても、対応策を考えておく必要がある。 

１０ 通学区域を設定、または解除

すること。 

 

１１ 請願、陳情、異議申し立てに

関すること。 
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教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務 

（教育行政基本方針の重点目標、重点施策に基づく事務） 

評価 項 目 小項目 点検・評価（記述） 

Ａ １ たくましく

生き抜く力を

育む学校教育

の推進 

(1) 

確かな学力を育

む教育の充実 

・全国学力・学習状況調査、町独自の総合学力調査結果

は優れており、取組の成果、学力向上施策の成果とし

て評価できる。 

・永年の地道な竜王の取組があらわれている。学年によ

ってまた年度によってばらつきがあるのが常である

が、それもなく着実に伸びている。 

・児童、生徒の学力面・生徒指導面できめ細やかな教育

が実現できている。中でも全国学力学習状況調査にお

いて、どの学校でもポイントがアップし、日々の教育

実践の積み重ねの成果がみられるのは素晴らしい。さ

らに対象外のすべての学年で総合学力調査を行い、目

標値を超えていることも大いに評価できる。学習に向

かう力と集中力の育成の成果である。今後も徹底反復

学習（基礎学力）に加えて思考力、活用力、表現力を

高める実践を重ねてもらいたい。 

・教育行政基本方針は写真や図版を多く用いてわかりや

すい内容になっている。またPDCAサイクルを意識し、

より充実したものになるよう工夫がされている。 

・きめ細かな教育の成果が実を結び、学力が目に見える

数字として向上している。 

(2) 

社会の変化を見

据えた新しい学

びの推進 

・グローバル化が進む中、町の英語教育施策は優れてお

り評価できる。 

・スピーチコンテスト・英語キャンプなど竜王の英語が

県下をはじめ全国的に評価されている。令和５年11月

９日には、県小学校外国語授業研究会を開催するなど

模範的な取組が一歩リードしている。 

・「幼小中系統的英語教育推進事業」、「小学校英語パ

イオニアプロジェクト事業」に取り組み、校種を越え

て連携しながら授業改善に努め、英語力をつけるため

の様々な活動が工夫されている。 

・子ども英語スピーチ大会、イングリッシュキャンプな

どへの参加者の増加は、子ども・保護者の関心や意欲

の高さを示している。「話したい」、「わかるように

なりたい」という気持ちがスタートであり、関心意欲

を呼び起こしながら、さらに環境整備を工夫してもら

いたい。また英語が得意という、特別な人のものにし

ないで、垣根を低くし、裾野を広げていき、竜王の規

模ならではできる英語教育＝オンリーワン、ナンバー

ワンをめざしてもらいたい。 

・GIGAスクール構想に基づく教職員の資質向上について

は、適宜研修が重ねられている。環境を整え指導者・

教師の力量形成が欠かせない。タブレット学習は想定

しない可能性も秘めている。どんな学びができるか、

どの学年で何ができるか、すべての家庭でのネット環

境はどうか等、オンライン学習が可能かどうか見極め
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ていく必要がある。子どもによっては、独自の能力や

特性が生かせたり、病弱児、不登校児へのアプローチ

をすることも可能になる。まだまだ途上ではあるが、

一層の授業改善に取り組み、活用スキルを磨いてもら

いたい。一方で､環境整備には高額な予算が必要であ

り、加配の充実も求められる。県や国の動向も注視し

ながら予算要望を行われたい。 

・小中の教員が合同で指導案を作成したり、保育園・認

定こども園の教員も一緒に授業を参観したりするこ

とはとても大事な取組である。 

・イングリッシュキャンプに中学生がボランティアとし

て参加したことは大いに意義がある。 

・チャレンジウイークに向けて新しい協力企業の発掘の

他、面接練習やマナー講座など、社会生活に必要な学

習を取り入れ、生徒の意欲向上につなげていることは

高く評価できる。 

・GIGAスクール構想の推進に向け、いろいろと取組を推

進している。機器の活用と授業改善に向けてこれから

の取組が注目される。 

(3) 

豊かな心・規範

意識を育む教育

の充実 

・「将来の夢や目標」に関する質問の県データとの比較

があっても良い。 

・学級担任だけが問題を抱えるのではなく、集団として

取り組んでいる。 

・いじめ、生徒指導上の問題、不登校、虐待、性非行問

題など、学校では年々課題が山積しており､担任だけ、

学校だけでは対応できないことも増えている。このた

め、いじめ・別室対応支援員を配置し子どもたちの姿

を丁寧に把握し未然防止に努め、｢報告・連絡・相談｣

など生徒指導上の基本を徹底し、子どもたちの安心安

全を守っている事が理解できるが、担任や教職員の人

権意識の高揚は欠かせない。保護者や子どもとの良好

な信頼関係を構築し、日々の教育的対応が望ましいも

のであるように人間力を高めていってもらいたい。そ

の上で必要なら法的な対応(多様な価値観、考え方、行

動への対応)への準備をしていくことも大事である。 

・スマホへの依存率が高い要因と将来の夢や目標を持っ

てない児童、生徒が多い要因について掘り下げて考え

てみる必要がある。 

(4) 

健やかな体の育

成と体力の向上 

・ボルダリング教室などユニークな取組を高く評価する｡ 

・フッ素洗口によるフッ素塗布の継続は、う歯の低さに

つながるとともに、虫歯ゼロへの家庭への啓発になっ

ている。県下でもいち早く取り組み、継続してきた成

果である。 

・認定こども園におけるボルダリング、雲梯や吊り輪遊

びなど、小さい時期から体全体を使う遊びを取り入れ

ることは大切なことである。 
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(5) 

個に応じた特別

支援教育の充実 

・就学支援委員会の開催、個に応じた支援など、特別支

援教育では家庭と連携し息の長い切れ目のない支援

が必要である。また個に応じた望ましい就学支援が欠

かせない。専門性を高める研修を続けてもらいたい。 

・保、こ、小、中の切れ目のない特別支援の継続と保護

者への支援は充実している。 

(6) 

家庭・地域との

連携・協働によ

り学校教育の推

進 

・「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体

的推進」に係る文部科学大臣表彰は、全国に誇れる素

晴らしい取組への評価である。 

・地域学校協働本部事業などと連携し、各学校では実態

に応じた取組が推進され、地域の方の学校支援の輪が

広がっている。はなまる先生などは支援内容や目的が

はっきりしており、目的加配がうまく生かせている。 

・竜王西小学校での「ふるさと学習推進事業」が動き出

し地域を誇り地域を語れる子を育てるプロジェクト

は高く評価できる。 

・各校園とも地域学校協働活動がうまく機能しており成

果が見られる。 

Ａ ２ 心身の健や

かな成長を支

える就学前教

育の推進 

(1) 

認定こども園に

おける指導の充

実 

・園が１つなり新たな方法などを検討され進められた。

園にALTが訪問しネイティブスピーカーと楽しんで英

語と触れ合うなどモデル的な取組をされている。 

・地域の期待を受け、認定こども園がスタートされたこ

とで、新たな環境でアプローチ・スタートカリキュラ

ムを再編してもらいたい。 

・幼児の運動能力等調査に取り組み、実態把握に努めて

いる。遊びの中で様々な体の動きを経験し、また保護

者にも園の取組に関心を持ってもらえていることは

よい。 

・幼児の運動能力を調べ、運動能力の向上に向けて、無

理なく楽しんで運動する取組は大切である。 

・幼児のころから外国語にふれることで、違和感なく外

国語に出会い、自然に外国語が口から出る環境づくり

は大切である。 

(2) 

一人ひとりの園

児に寄り添う教

育・保育の充実 

・一人ひとりが、のびのびと自己発揮できる認定こども

園をめざし実現に向け取り組まれたことは評価でき

る。 

・新たに開園した認定こども園が円滑にスタートできる

よう、研究に努められている。長時間保育など保育の

充実に向け、さらに研究を重ねていただきたい。また

就学時の相談活動も保護者からの支援の要請を待つ

だけでなく、積極的にアウトリーチで関わり、安心し

て就学できるような町の体制を構築していく事が望

まれる。 

・保護者の不安に寄り添う姿勢は、大切な取組である。

また小学校や養護学校とも連携を取りながら卒園後

を見越した園教育をめざしていることは評価できる。 
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(3) 

子育て支援の充

実 

・教育時間と保育時間をつなぐ連携をきめ細かく丁寧に

進められたのは評価できる。 

・未就園児親子が保育体験できるように努められたのは

評価できる。 

・就園予定児を対象にした「ちびっ子の日」を年９回開

催し、延べ130人の参加があったことは、保護者の期待

の高さが伺われ、認定こども園への理解につながる充

実した地域の子育て支援の機会となっている。 

・「こども園で遊ぼう」の取組は、保護者が望んでおら

れるところでもあり、もっと回数を増やしてほしいと

いう要望も出てくるのではないか。 

・子どもを遊ばせる場、親同士が交流できる場の要望は

大きい。 

Ｂ 

 

３ 安全安心な

学校・園教育

の推進 

(1) 

教育施設および

教育環境の計画

的な整備と充実 

・学校が、どの程度の老朽化なのか、また耐震などは大

丈夫なのか気になる。 

・教育施設の維持管理は重要課題であり、定期的な安全

点検と速やかな修繕が不可欠である。施設管理者や職

員にとっては内容や仕事が多岐に渡るが、安心安全に

努めてもらいたい。 

・GIGAスクール構想による環境整備や統合型校務支援シ

ステムの導入など町当局の理解を得て予算化を図り、

好ましい環境を整えてもらいたい。 

・老朽化が進む町内の教育施設の保守・点検および修繕

箇所が多く、早期の新設が望まれる。 

(2) 

通学路の安全確

保と生命尊重に

かかる教育の充

実 

・中学生の下校の様子を見たことがあるが、自転車の通

学マナーは良かった。 

・通学路の安全確保については、各校園・PTA・スクール

ガードなど多くの関係者が協力し、様々な取組がされ

ている。 

・交通安全、不審者情報、天候状況など配慮すべき点は

多いが、それぞれの観点で計画的に継続的に安全対策

や指導に取り組んでいる。 

・全校集会で危険個所を確認したり、生徒が中心となっ

て危険個所マップを作成したりすることは意義のあ

る取組である。 

・情報発信システムの活用や地域住民による通学路の見

守りができており、地域あげての取組ができている。 

(3) 

食育の充実と安

全安心で特色あ

る学校給食の推

進 

・給食主任会や献立検討委員会の定期的開催など、しっ

かり取り組まれていると評価できる。 

・給食提供で地元産などを中心に配食されていることは

高く評価したい。 

・学校給食運営委員会を開催し、よりよい給食の提供に

努められ、アレルギー対応にも充実されている。 

・食については児童、生徒や保護者にとっても身近で大

切なものであり、衛生面・栄養面はもちろん、町の食

材を用いた郷土食や伝統の継承、フードロスの取組、

特色ある食の提供など様々な工夫がされている。 

・中学生が献立を考え応募するなど主体的な動きも見ら

れる。 
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・命と心を育む、おいしく楽しい時間となるよう、子ど

もたちの主体的な活動も大切に生かしてもらいたい。 

・障がい者支援施設と連携し給食を通して障がい者理解

を進める取組は注目される。 

・給食におけるパワーポイント教材の作成や専用のイン

スタグラムによる発信も新しい取組として注目でき

る。 

・アレルギー対応食の提供は評価できる。 

(4) 

ふれあい相談発

達支援センター

との連携による

相談・支援の充

実 

・教育機会確保法も制定され、フリースクールとの連携

等はどうなっているのか記載してはどうか。 

・不登校状態にある児童、生徒への支援、引きこもりへ

の支援を地道にされていることは評価できる。 

・不登校や要保護支援の家庭など、教育・福祉をはじめ

関係機関との連携が必要な事案が増えている。町や県

にいくつもある施設や機関が、学校・子ども支援とど

うつながるのか、どこに相談し、つなげていくとよい

かがわかると、学校も保護者も行動しやすく、また安

心感につながる。 

・全体図や全体構想がはっきりすると、不足していると

ころ、充実しているところが一目瞭然になり、体制整

備やアウトリーチ型支援が充実していく。 

・課題のある家庭ほどつながるのは難しく、気長に時間

をかけ継続的に取り組む必要がある。 

・自立支援課との協働による取組は、義務教育終了後も

支援できる体制として継続していただきたい。 

Ａ ４ 子どもの力

を引き出し伸

ばす教職員の

実践力の向上 

(1) 

教職員一人ひと

りの教師力、学

校・園全体の組

織力の向上 

・「学校支援マネージャー」を学校に派遣、教職経験の

浅い教職員の授業研修を中心に教師力の向上に努め

られたのは評価できる。どこの学校でも見られるが、

スマホから離れられない教師もいる。授業の展開で、

すぐ側の先輩教師に尋ねたらいいのに、すぐにスマホ

に頼ってしまうが、スマホがすべて正しいとは限らな

い。 

・若手教員の増加、講師不足など、教員の指導力低下が

心配され、教員の確保と資質向上が喫緊の課題となっ

ている。 

・教師力・学校力アップをめざし、授業改善、スキル向

上、家庭教育支援など様々な観点での研修が計画的に

重ねられているのは評価できる。 

・竜王町は初任者だけでなく、３年次までの教員や臨時

や町費の講師まで研修を受ける機会があり高く評価

できる。また新進教員指導員による授業研修を中心と

した教師力の向上に努めている点も評価できる。 
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(2) 

資質向上をめざ

す研究・研修の

充実 

・教育研究推奨事業などで、個々の実践研究を奨励し、

教員のモチベーションを高める取組は評価できる。 

・教職員の授業改善への意欲およびスキルアップに向け

ての取組は高く評価できる。 

・チャットGPTやICTなどガイドラインの提示などすばや

い対応を期待する。 

・生成AIなど、これからの世の中の変化は著しく、将来

は検索一つで様々な知識を即座に得られる時代、子ど

もたちが成人したとき今はない職業に就いている時

代などと、様々な事が言われていることに留意する必

要がある。 

・これからの子どもたちに、どんな力を身につけていか

なければならないか、イメージを持ち共有してもらい

たい。新たな学力観に即した問題に多く触れ、刺激を

受けるなど、感性や感覚を呼び覚ます研修にも取り組

んでもらいたい。 

・若手教員が大幅に増え、またICT化が加速的に進んでい

ることから、授業の基本が疎かになる傾向を懸念して

いる。板書計画や個の見とりの上に立つ授業計画など

も学べることを期待する。 

・教師の地道な実践を称える取組は意欲の向上にもつな

がり評価できる。 

(3) 

業務改善と働き

方改革の推進 

・竜王独自の低学年支援員の配置は、担任の負担軽減は

もちろん、子どもたち一人ひとりの学びの保証の面で

も大変重要なため今後に期待する。 

・町独自で管理職支援・学校支援マネージャーとして退

職校長を任用したり、スクール・サポート・スタッフ

や低学年支援員等の配置をするなど充実した支援が

みられる。 

・教職員の事務作業軽減は望まれる。 

・低学年支援員の配置は、担任の負担軽減につながり評

価できるが、担任と支援員の共通の児童理解が不可欠

である。 

Ａ ５ 心豊かでた

くましい青少

年の健全育成 

(1) 

青少年活動の支

援と青少年の健

全育成 

・コロナ禍で様々な取組が制限された。その中でも積極

的に取組をされたことは評価できる。 

・青年団の衰退はどの町でもいえることであり、どう支

援し助言できるかが課題である。町青年団活動拠点が

早く決まっていくとよい。 

・「少年の主張大会」については、令和４年度はコロナ

禍での開催が工夫され、子どもたちの率直な意見を聞

けるよい機会となった。大勢の人の前で発表すること、

友達の意見を聞くことは、またとない機会である。今

後も望ましい形で開催されていくことを期待する。 

・青年団活動については、今日まで存続しているだけで

も大いに価値のあることである。 

・小学生のキッズクラブのサポーターに、中高生や青年

団の応援を求めてもいいのではないか。 
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(2) 

家庭の教育力向

上をめざす取組

の充実 

・「Ｓ」評価に値する取組が継続されていることは素晴

らしいことである。 

・家庭の教育力向上に向けた「子どもを真ん中に連携を

密にした取組」ができたことは高く評価できる。 

・スマホ依存率のさらなる改善を求める。 

・３年連続して「早寝早起き朝ごはん運動」推進校事業

を受け、家庭の教育力を向上できたのは評価できる。 

・「早寝早起き朝ごはん運動」を通しての生活習慣作り

については、家庭への啓発が大事であり、また地域に

も発信することにより、地域全体の取組に広がること

もある。 

・３年間続ける事ができた協力体制も素晴らしいと思わ

れる。しっかり家庭を巻き込み、さらには町全体に広

がることを期待する。 

・竜王町における「早寝早起き朝ごはん」活動の取組は

高く評価できる。 

・中学生への朝食レシピ集は注目される。 

・スマホを手にする子は、全く無意識で、場所や時間を

考えずにYouTube画面などを見ている。子どもたちの

意識改革までいくのにはかなり時間がかかりそうで

あるが、啓発を続けていくことは重要である。 

・生活チェックシートの活用は有効である。 

(3) 

スマホ依存度縮

減にかかる啓発

・取組の推進 

・スマホ依存率改善の取組にさらに期待する。 

・スマホ依存率が高いという実態から、スマホ教室を開

催したり、アンケートを実施したりと、課題や実態へ

の対応ができている。また心の変容から行動変容へと

よりよい行動化・実践につなげられていることは評価

できる。 

・町防災行政無線による中学生の呼びかけも、意識して

聞いている子が少なかったのは残念である。 

・子どもたちを見ていると、スマホを手にすると無意識

で画面を開いているように見える。 

・将来なりたいものに「YouTuber」を上げる子が多く、

既に小学生でスマホ依存が進んでいる子が多いよう

な気がしている。また学力と依存の関係性も注目して

いる。 

Ｓ ６ 全ての人が

生き生きと学

べる生涯学習

の推進 

(1) 

地域学校協働本 

部と学校運営協 

議会の連携によ 

る人材育成と未 

来の学校づくり・ 

地域づくり 

・「コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体

的推進」(文部科学大臣表彰)は、全国に誇れる素晴ら

しい取組と評価できる。 

・文化歴史にふれる地域学習のためのフィールドワーク

を実践し、地域学校協働本部とコミュニティ・スクー

ルの一体的な取組が評価され、文部科学大臣表彰を受

賞したことは素晴らしい成果である。充実した組織と

継続的で価値ある事業の賜と考える。 

・学習支援ボランティアについては、はなまる先生など

支援内容や目的がはっきりしており、効果が期待でき

る。 

・竜王西小学校におけるフィールドワークの実践は、子

どもたちの竜王理解を深めるためにも大いに評価で
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きる取組である。 

・親子で楽しむ農園活動は、継続して取り組んでもらい

たい。この活動に地域ボランティアが入って、若い保

護者と交流が進むと、新しい広がりができてくるので

はないか。 

(2) 

「つどう・まな

ぶ・むすぶ」公

民館教室・講座

の充実 

・公民館をイベント、日ごろの練習、創作等に活用され

たことは評価できる。 

・ドラゴンカレッジ、竜王キッズクラブ等ネーミングも

竜王らしく参加したくなる楽しい感じが現れている。 

・竜王キッズクラブは内容も充実しており、地域で子ど

もを育てる取組となっている。 

・公民館の取組は他市町と比べ高く評価ができる。ただ

町民からは「小学生までは公民館に行く機会があるが､

その後は退職するまで行かない」その間をつなぐ「何

か」があればもっと集えるのではないか」との声もあ

る。 

・漢字検定は、若い世代も呼び込めるのではないか。 

(3) 

第２期公民館基

本計画の策定 

・年間来館者目標の６万人を大きく超えた。 

・公民館の現状等により、令和５年度においてよりよい

計画の策定が望まれる。 

・町民の幅広い層から意見を集め、ますます充実した公

民館になることを期待する。 

(4) 

地域に開かれ親

しまれる図書館

の運営 

・住民１人当たりの貸出冊数は9.5冊は､高く評価できる｡ 

・図書館と学校図書館司書との情報交換など、学校と図

書館が連携し、読書指導・利用指導・環境整備の上で

効果的なものとなっている。また学校においては、人

のぬくもりのある図書室、いつでも開いている図書室

として利用が増え、本を身近に感じることのできる子

どもを育てることにもつながっている。 

・様々な事業に取り組まれており、継続しながら、さら

に工夫をしてもらいたい。 

・図書館は他市町の図書館にひけを取らない充実した取

組がされている。玄関のテーマ展示も図書の開示も工

夫がされている。 

・来館託児サービス、絵本選びサポート、中学生のふら

っとスペース、校園への出前貸出など、充実した取組

がされている。しかし地域が広域なため、来館しにく

い人も多いのではないか。 

(5) 

社会教育関係団

体支援と人材・

指導者の育成 

・社会教育関係団体活動への支援として12団体へ補助金

の交付を続けられていることは評価できる。 

・町青年団活動拠点については、落ち着いて活動できる

ように速やかに準備してもらいたい。 

・補助金・協力金・会費の徴収はトラブルが生じること

もあるが、事業のあり方を見直したり、会の活動や存

続の価値を再確認する機会にもなる。 

・各団体の会費徴収の変更は時代の流れに沿うものだと

思う。 

・コロナ禍を経て新たな取組を模索する中、どの団体も

「従来通り」では長続きしない。新しい発想、新しい
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人材育成に支援が求められる。 

Ａ ７ 文化芸術の

振興と文化財

保護の充実 

(1) 

文化芸術活動の

奨励と振興 

・竜王町アートギャラリーを開催し、出品者を自主文化

活動団体に留めず、一般町民にも広げ、また体験教室

も含め盛大に開催されたことは評価できる。 

・交竜ステージをはじめ、様々な文化芸術活動が進めら

れ、町民の意欲関心を高めることができたことは評価

できる。 

・アートギャラリーは、普段足を運ばない保護者も大勢

来られていて、公民館や図書館を知ってもらう機会に

なっている。 

・公民館フェスタも興味ある展示で、普段来ない方々の

来館も多かったのではないか。 

(2) 

文化財保護活動

の推進 

・「山之上ケンケト祭り」がユネスコ無形文化遺産に登

録されたことは高く評価できる。 

・「ケンケト祭り」が多くの方々の尽力により、見事ユ

ネスコ無形文化遺産に登録されたことは大変喜ばし

く評価できる。また多くの文化財の保存活動を計画的

継続的に行ない、継承されていることが理解できた。

広報活動を通して町民の皆様の誇りとなるよう、一層

啓発していただきたい。 

・ケンケト祭りがユネスコ無形文化遺産に登録され、ニ

ュースでも報道された。子どもたちも記念セレモニー

に向けて熱心に取り組んでいた。 

(3) 

地域の歴史に親

しむ機会の創出 

・コロナ禍での工夫を凝らした開催への努力が伺える。 

・地域の歴史文化を学び、町に親しみや誇りや愛着を持

つことは、町民全体の自己肯定感を高めることにもつ

ながる。眠っている教材を掘り起こし、魅力ある教材

とし、子どもたちや町民の方々への学ぶ機会として多

く提供していただきたい。 

・以前は両小学校で二つの竜王山ハイキングや日野川で

の遊び、小口の樋の学習をしていたが、地域学習とし

て時間が取れると、子どもたちの学びにもなるのでは

ないか。 

Ｂ ８ 明るく住み

よいまちづく

りをめざす人

権教育の推進 

(1) 

人権尊重のまち

づくりの推進 

・コロナ禍の中、工夫をして人権教育、啓発推進のため

様々な事業を実施されたことは評価できる。 

・人権教育を担う他課とも連携し、各種団体等多くの方

々を対象として、人権を尊重する学習を積極的に提供

していただきたい。 

・人権尊重の意識づくりは目に見えないため評価は難し

く、機会あるごとに気長に続ける必要を感じる。 

(2) 

学校・家庭・地

域・行政の連携

による人権教育

の推進 

・自治会と連携し、地区別懇談会や男女共同参画集会を

コロナ禍の中、開催されたのは評価できる。 

・自治会と協力し、地区別懇談会など積極的に開催し、

コロナ禍以前の取組に近づけられたのは評価できる。 

・各推進委員の資質向上のための研修や教材の提供など

事務局として支援できている。 

・啓発冊子には、人権教育推進への思いが詰まっており

全町民に手に取って見てもらえる工夫が必要である。 

・いろいろと開催が難しい中、工夫をしながら人権教育
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の推進を模索され開催されていることは評価できる。

研修会への参加は少なかったが、継続していくことが

重要である。 

・啓発冊子が希望者と役員への郵送に留まったのは残念

である。 

(3) 

人権意識の高揚

に向けた教育・

啓発の推進 

・若い世代の学習会への参加を促進する取組として「人

権啓発セミナー」を実施されたことは評価できる。 

・最新の研究や先進地の取組に学び、町の人権教育と啓

発の内容を高めるために尽力できている。 

・若い世代の参加を促すための取組は評価できる。 

Ｂ ９ 「観る・す

る・楽しむ」

豊かなスポー

ツライフの推

進 

(1) 

町民の健康・体

力向上に向けた

スポーツ活動の

奨励 

・スポーツフェスティバル2022、総合体育大会など、コ

ロナ禍で実施されたことは評価できる。 

・スポーツフェスティバルを開催し、幅広い年齢層の町

民のレクリェーション・健康づくりの場が持て、成功

したことは大変よかった。より一層のスポーツ推進に

向けた機会の提供を期待する。 

・スポーツやレクリェーション活動の場があるのは、住

民にとって嬉しいことであり、利用者も増加してい

る。 

(2) 

健康増進につな

がる運動習慣定

着に向けた取組

の充実 

・コロナ禍の中、様々な取組にチャレンジされたことは

評価できる。 

・ラジオ体操やウォーキングなど、身近にできる運動の

普及に努め、運動習慣定着に向けた取組が着々とでき

ている。 

・コロナ禍の中でラジオ体操も実施しない自治会が多い

中、竜王町の実施地区が多いことに感心する。 

・ウォーキングを特別なものとせず、万歩計を渡して一

日の歩数や一か月の歩数を目に見える形で評価する

などの工夫が必要である。 

(3) 

第79回滋賀国民

スポーツ大会へ

の対応 

・「ボルダリングの町 竜王町」をPRすべく14人のアン

バサダーの任命など積極的に情報発信など取り組ま

れた。 

・評価委員として「ボルダリング」の話を何年か前にお

聞きし、地元の子どもたちへのPR、日本や外国からの

選手の招待など提案させていただき、忠実に実践され

ていることに対して評価できる。 

・2025年開催の滋賀国スポ・障スポにおけるスポーツク

ライミング競技の開催町として積極的に情報活動・啓

発活動を行ない、ボルダリングの町をPRできた。 

・小学生にも競技参加の機会として教室を開催し、裾野

を広げることができている。 

・「ボルダリングの町 竜王」の浸透が少ないように思う。

学校での日常的な取組や、ボルダリング施設での体験活

動などを期待する。 

(4) 

スポーツクライ

ミングの選手育

成と常設ボルダ

リング施設の整

・県下初の公設施設であり、地元選出のアスリート育成

のため、町スポーツクライミング特定強化選手認定お

よび計画的に練習会の実施を行っていることは高く

評価する。 

・常設ボルダリング施設も充実し、広報活動もしっかり
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備 進められている。 

・常設ボルダリング施設ができたことにより、ボルダリ

ングの愛好家も増えるのではないか。今後の活用が楽

しみである。 

(5) 

第２期竜王町ス

ポーツ推進計画

の具現化 

・コロナ禍の中、限定的な取組となっている。 

・町民一人ひとりのスポーツの日常化をめざして、各種

団体と連携し、様々な活動を網羅した振興計画として

まとめ上げ、具現化するようにリーダーシップを発揮

していただきたい。 

・コロナ禍による自粛が続き、屋内での活動が少なくな

っている中で、スポーツの日常化はハードルが高い。

まずは気軽に屋外での活動ができる場を増やしてみ

てはどうか。 
    

  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度の事務点検・評価 

を踏まえた重点改善項目と 

主な改善点 
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教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務 

（教育行政基本方針の重点目標、重点施策に基づく事務） 

項 目 小項目 評価 改善点 

１ たくましく生

き抜く力を育む

学校教育の推進 

(3)豊かな心･

規範意識を

育む教育の

充実 

Ｂ ・各校園においてPTAや他機関と連携しながら、スマホ等の

問題について議論を進めるとともに、学年ごとにスマホ

教室等の講座の場を設けるなど継続的な指導に取り組ん

だ。しかし、竜王町の小中学生はスマホ等への依存率が全

国と比しても高い現状があり、学年ごとの啓発資料を活

用した校内指導、面談等を通じての個別の指導・啓発を行

うことや子どもの実態に合わせたより実効性のある講座

等を各校園において積極的に開催していく。 

３ 安全安心な学

校・園教育の推

進 

(4)ふれあい

相談発達支

援センター

との連携に

よる相談・

支援の充実 

Ｂ ・不登校未然防止および早期発見に努めるため、引き続き

小中学校にいじめ・別室対応支援員を配置し、家庭や関

係機関との連携を一層深めながら取り組んでいく。 

・不登校状態にある児童生徒の自己実現に向けて、保護者

との協力関係を構築し、学校をはじめ自立支援課や健康

推進課等関係機関と連携しながら、子ども・保護者の継続

的な支援を行う。また、適応指導教室ついて自立支援課と

協議し、より充実した利用環境の整備を進めていく。 

・外国にルーツを持つ児童生徒や要保護支援の家庭など様

々な背景のある子どもが増加している中で、県や関係機

関と連携し、更なる支援に向けた取組を充実していく。 

６ 全ての人が生

き生きと学べる

生涯学習の推進 

(3) 第２期公

民館基本計

画の策定 

Ⅽ ・令和５年９月に竜王町公民館基本計画策定委員会を設置

し、利用者、町文化協会、学校関係者、社会教育委員等

に委員を依頼し、活発な意見交換をしていただくととも

に、利用者等からも広く意見を聴取し様々な学びのニー

ズに応えることに留意して基本計画を今年度内に策定す

る。 

令和５年度の事務点検・評価を踏まえた 

重点改善項目と主な改善点 
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(5) 社会教育

関係団体活

動支援と人

材・指導者 

の育成 

Ｂ ・町青年団活動拠点については、竜王西幼稚園跡地の絵本

室、また、他空き施設の利活用について関係課、関係機

関等と協議を行い、今年度内に方向性を決定する。 

 

 

８ 明るく住みよ

いまちづくりを

めざす人権教育

の推進 

(2) 学校・家

庭・地域・

行政の連携

による人権

教育の推進 

Ｂ ・新型コロナウイルス感染症が第５類に移行されたことを

機に、これまで中断されていた地区別懇談会をすべての

自治会が開催されるように積極的に働きかける。また、

地区別懇談会を将来的に持続可能な学習会にするため、

男女共同参画集会と合同開催するなど新しい開催方法を

提案するとともに、名称についても人権学習の機会であ

ることがわかる名称に変えることで、より地域に根付い

たものにしていく。 

９ 「観る・する

・楽しむ」豊か

なスポーツライ

フの推進 

(3)第79回滋

賀国民スポ

ーツ大会へ

の対応 

Ｂ ・「ボルダリングの町 竜王町」をめざすための裾野を広

げるために、ボルダリングジムの指定管理者と連携を図

り、毎年、両小学校の３年生を対象に校外学習に位置づ

け、体験・見学の機会の提供に努める。 

・2025年の本大会に向けて、各専門委員会（総務企画・競

技式典・宿泊衛生・運輸交通）が基本計画に基づき、庁

内専門委員会組織と連携し、実施要項を作成し具体的か

つ着実に進めていく。 
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【資料1】

4月26日 【定例】 議 竜王町社会教育委員の委嘱について

議

報 竜王町通学自動車運営委員会委員の任命について

報 竜王町学校給食運営委員会委員の任命について

報 竜王町立学校（園）医・学校（園）歯科医・学校（園）薬剤師の委嘱について

報 竜王町学校結核対策委員会委員の委嘱について

報 竜王町特別支援教育推進協議会委員の委嘱について

報 竜王町就学前教育協議会委員の委嘱について

報 竜王町いじめ等対策協議会委員の委嘱について

報 竜王町就学支援委員会委員の委嘱について

報 竜王町学校園保健委員会委員の委嘱について

報 竜王町視聴覚ライブラリー運営委員会委員の選任について

報 竜王町社会教育指導員の委嘱について

他 第79回国民スポーツ大会竜王町準備委員会について

5月26日 【定例】 議

報 竜王小学校建設基本計画について

他

6月14日
学校訪問
（１学期）

6月24日 【定例】

7月1日
学校訪問
（１学期）

7月26日 【定例】

8月24日 【定例】 議

他

9月29日 【定例】 他

他

他

他

10月25日 【定例】 他

他

他

10月28日 【臨時】 報

11月11日
学校訪問
（２学期）

令和４年第２回(６月)定例会教育委員会補正予算について

竜王中学校、竜王西小学校

議
令和４年度竜王町教育委員会の権限に属する事務の管理および執行状況の
点検および評価について

令和４年第３回竜王町議会定例会補正予算について

令和４年度「全国学力・学習状況調査」の結果について

令和４年度竜王町教育委員会定例会および臨時会案件一覧

竜王町立図書館協議会委員の任命について

竜王小学校、竜王こども園

令和５年度認定こども園・保育園入園申込状況について

滋賀県教科用図書第３採択地区協議会規約について

令和５年度竜王町立小中学校特別支援学級教科用図書の採択について

ボルダリング施設整備等について

竜王中学校

山之上ケンケト祭りユネスコ無形文化遺産登録について

他

他
令和４年度竜王町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の
点検・評価について

他

他

竜王町学校給食センターアレルギー対応調理室について

イングリッシュキャンプの報告について

令和４年度の事務点検・評価の進捗状況と事務点検・評価を踏まえた重点改
善項目と主な改善点

竜王町コンパクトシティ化構想を考える会からの公開質問状への回答につい
て

令和４年度竜王町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の
点検・評価について

学校教職員の不祥事について

竜王町小学生ボルダリング教室について



【資料1】
令和４年度竜王町教育委員会定例会および臨時会案件一覧

11月16日
学校訪問
（２学期）

11月18日
学校訪問
（２学期）

11月29日 【定例】 他

他 令和５年度予算編成方針について

11月30日
学校訪問
（２学期）

12月23日 【定例】

他 令和４年第４回竜王町議会定例会(一般質問）について報告

1月26日 【定例】 他

他 令和５年度竜王町教育行政基本方針前文について

他 竜王町ボルダリングジムの今後の予定について

他 竜王中学校除草作業中の飛び石による損害賠償について

2月13日
学校訪問
（３学期）

2月15日
学校訪問
（３学期）

2月20日 【定例】 議

他 令和５年第１回議会定例会教育委員会補正予算について

他 職員の処分について

2月28日
学校訪問
（３学期）

3月16日 【定例】 議 令和４年度末竜王町立学校教職員の人事異動について

議 竜王町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則

議 竜王町通学自動車の使用について

7月5日 【第１回】

・今年度テーマの取組を踏まえて意見交換

11月5日 【第２回】

　　コーディネーター　竹内和雄氏（兵庫県立大学環境人間学部准教授）　等

1月30日 【第３回】

・意見交換　子どもたちの健やかな育ちに向けた取組について

　　教育フォーラム2022を振り返って

　　「早寝早起き朝ごはん」の取組を通して　等

・今年度の振り返りについて

令和４年度竜王町総合教育会議

・教育大綱について

・教育フォーラム2022

竜王西小学校

竜王小学校

令和４年第４回竜王町議会定例会教育委員会補正予算について

・昨年度のスマホに関するアンケート調査結果および今年度の取組について

令和５年度竜王町教育行政基本方針について

テーマ　「情報通信機器の活用と子どもたちの健やかな育ち」を考える
　～Society5.0の社会を生き抜くために。あるべきそして求められる関係と
は？～　　家庭・学校・地域、そして、行政の連携を踏まえて

竜王こども園

竜王小学校

議

令和５年度竜王町教育行政基本方針策定に向けたスケジュールについて

パネルディスカッション「小・中学生と大人が共に考えるインターネットとのつ
きあい方　～ウィズコロナ、Society5.0の社会を生きる～」

令和５年度使用竜王町立中学校特別支援学級教科用図書の採択の一部変
更の議決を求めることについて

竜王こども園、竜王西小学校

竜王中学校

・今年度の当会議のテーマ設定とその理由および年間計画について



【資料２】 

教育委員の研修状況（研修会の参加状況） 

 

 ○滋賀県教育行政重点施策説明会・滋賀県市町教育委員会委員研修会 

  と き：令和４年４月 13日（月）14：00～ 

  ところ：竜王町総合庁舎２階 205会議室（ZOOM 会議） 

  内 容 

   ・令和４年度 滋賀県教育行政重点施策等の説明 

   ・講演「学校におけるタブレット端末の効果的な活用と、学びの質的な向上につ

いて」 

      放送大学 教授 中川 一史 氏 

 

 ○令和４年度 第 66回滋賀県町村教育委員会連絡協議会総会 

  と き：令和４年６月 27日（月）13：30～ 

  ところ：彦根勤労福祉会館（彦根市） 

  内 容 

   ・全国市町村教育委員会連合会定期総会表彰および全国町村教育長会定期総会 

    表彰の伝達 

   ・滋賀県町村教育委員会連絡協議会教育功労者の表彰 

・協議会の令和３年度事業報告・決算報告、令和４年度事業計画・予算案 

   ・研修会「真に効果的な生徒指導を目指して」 

      立命館大学 大学院人間科学研究科 特任教授 野田 正人 氏 

 

 ○令和４年度 近畿市町村教育委員会研修大会 

  と き：令和４年 11月１日（火） 

  ところ：竜王町総合庁舎２階 205会議室（オンライン開催） 

  内 容 

   ・基調講演「教育に科学的根拠を」 

       慶應義塾大学 教授 中室 牧子 氏 

   ・実践発表「プロジェクト型保育の実践報告」 

       四條畷学園短期大学 教授 山田 秀江 氏 

 

 ○竜王町教育フォーラム 2022 

    と き：令和４年 11月５日（土） 

  ところ：竜王中学校体育館 

  内 容 

   ・オープニング 竜王中学校吹奏楽部によるステージ 

   ・トークセッション「わが家の取組」 

     進行役 市田 太芽男 氏 

   ・パネルディスカッション 

     「小・中学生と大人が共に考えるインターネットとのつきあい方 

              ～ウィズコロナ、Society5.0の社会を生きる～」 

      コーディネーター 兵庫県立大学 環境人間学部 准教授 竹内 和雄 氏 
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